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【教育】

学位・資格のレベル

学修成果－職業コンピテンシー 【教育】

学位・資格のレベル知識 技能 知識と技能の応用

8　博士または同等以上

(Level10 Doctoral Degree)

博士号取得者は、以下の知識を有し

ている。

●�独創的な貢献をなす知識を含む、労

働もしくは学習に係るある分野の

最前線にある相当量の知識

●�労働もしくは学習に係るある分野

に応用可能な研究に関する原則及

び方法

博士号取得者は、以下の技能を有している。

●�理論的知識に関する専門的理解を示し、理論や実践を批判的に検討でき

る認知的技能

●�批判的に思考し、既存の知識や考えを評価し、体系的調査を遂行し、理

論と実践について検討し、独創的な知識を創出するための認知的技能や

知的独立性の活用

●�労働もしくは学習に係るある分野に応用可能な、専門家としての技術的・

創造的技能

●�理論に係る定理、方法論、結論を説明し、批判するコミュニケーション

技能

●�国際的基準に照らし、外部評価に向けて、独創性や独創的研究の複雑な

調査を説得的に提示し、同僚やコミュニティに結果を伝達するコミュニ

ケーション技能

●�専門家として、知識や専門的実践について重要且つ独創的な貢献をなす

研究について設計・遂行・分析・理論化・伝達する技能

博士号取得者は、以下の状況で知識と技能の応用を示すことができる。

●�知的独立性を有する

●�新たな状況において、及び / あるいはさらなる学習のためにイニシアチ

ブと創造性を発揮する

●�個人的なアウトプットに対して全面的な責任と説明責任を果たす

●�独創的研究を計画し実行する

●�専門的実践の文脈を含め、新たな知識を創出する継続的能力を有する
8　博士または同等以上

(Level10 Doctoral Degree)

7　修士または専門職学位

(Level9 Masters Degree(Research))

修士号（研究）取得者は、以下の知

識を有している。

●�一つあるいは複数の専門分野にお

ける近年の展開に関する理解を含

む知識体系

●�労働もしくは学習のある分野に応

用可能な、研究に係る原則や方法

に関する高度な知識

修士号（研究）取得者は、以下の技能を有している。

●�理論的知識を修得していることを示し、理論とその応用について批判的

に検討する認知的技能

●�複雑な情報・課題・概念・理論を調査・分析・統合し、既存の理論を異

なる知識体系や実践に応用する認知的・技術的・創造的技能

●�複雑な考えや概念を抽象的レベルで創出・評価できる認知的・技術的・

創造的技能

●�研究及び研究方法を設計・活用・評価できる認知的・技術的技能

●�一貫した持続的な見解を提示し、専門家や非専門家の聞き手に研究結果

を伝えられるコミュニケーション技能及び技術的技能

●�知識への貢献をなす研究の設計・評価・遂行・分析・理化・伝達できる

技術的・コミュニケーション技能

●�専門家として、知識や専門的実践について重要且つ独創的な貢献をなす

研究について設計、遂行、分析、理論化、伝達できる技術的・コミュニ

ケーション技能

博士号取得者は、以下の状況で知識と技能の応用を示すことができる。

●�新たな状況において、及び / あるいはさらなる学習のために創造性とイ

ニシアチブ発揮する

●�高度な個人の自律性と説明責任を担う

●�実質的な研究を計画し実行する

7　修士または専門職学位

(Level9 Masters Degree(Research))

6　学士または高度専門

(Level7 Bachelor Degree)

学士号取得者は、独立して生涯学習

を行うための基盤として、一つある

いは複数の専門分野における根本的

な原則や概念について深く理解する

とともに、広範で一貫した知識を有

している。

学士号取得者は、以下の技能を有している。

●�知識を批判的に検討し、分析し、統合・総合する認知的技能

●�いくつかの分野に深く精通するとともに、広範な知識理解を示すことの

できる認知的・技術的技能

●�知的独立性をもって問題を同定し解決する際に、批判的な思考力や判断

力を行使できる認知的・創造的技能

●�知識や考えを明解に整然と独立して提示できるコミュニケーション技能

学士号取得者は、以下の状況で知識と技能の応用を示すことができる。

●�専門的実践及び学問活動における計画立案、問題解決、意思決定を主導

し判断する

●�多様な状況に知識・技能を適合させる

●�自身の学習や専門的実践に対して責任や説明責任を果たし、広範な変化

の中で他者と協働する

6　学士または高度専門

(Level7 Bachelor Degree)

5　短期大学士、準学士または専門士

(Level6 Associate Degree)

準学士号取得者は、一つあるいは複

数の専門分野における根本的な原則

や概念について深く理解するととも

に、広範な理論的・技術的知識を有

している。

準学士号取得者は、以下の技能を有している。

●�広範な情報源から、情報や概念を同定・分析・評価する認知的技能

●�ある分野におけるある程度の深みで知識や考えの広い理解を示すことの

できる認知的・技術的・創造的技能

●�時に複雑な問題に対する対応を解釈し、伝達する認知的技能・コミュニ

ケーション技能・分析的技能

●�ある程度の知的独立性でもって、知識や考えについて明快で一貫したプ

レゼンテーションができるコミュニケーション技能

準学士号取得者は、以下の状況で知識と技能の応用を示すことができる。

●準専門的実践における計画立案、問題解決、意思決定を主導し判断する

●�多様な状況に、及び / あるいは一つ以上の専門分野におけるさらなる学

習に向けて、知識や技能を適用する

●�既知及び未知の状況に根本的な原則・概念・技術を適用する

●�自身の学習や仕事に対して責任や説明責任を果たし、広範な変化の中で

他者と協働する

5　短期大学士、準学士または専門士

(Level6 Associate Degree)

4　専門学校1年課程または高校専攻科

(Level5 Diploma)

ディプロマ取得者は、ある労働及び

学習の分野におけるいくつかの領域

を深め、技術的・理論的知識や技能

を有している。

ディプロマ取得者は、以下の技能を有している。

●�広範な情報源から情報を同定・分析・評価し、働きかける認知的技能

●�予測不可能な課題及び / あるいはマネジメントの要件へのアプローチを

分析・計画・設計・評価できる認知的・技術的・コミュニケーション技

能

●�スペシャリストとして考えや見方を表現する技術的・創造的技能

●�他者に知識や特別な技能を伝達し、知識理解を示すことができるコミュ

ニケーション技能

ディプロマ取得者は、以下の状況で知識と技能の応用を示すことができる。

●�既知の状況や変化しつつある状況において、専門性を有するいくつかの

分野を深めている

●�多様な状況において、理論的概念及び / あるいは技術的及び / あるいは

創造的技能を伝達し応用する

●�量的・質的に広範な変数に関連して自ら行ったアウトプットに対し、個

人的責任と自律性をもって複雑な技術的運用を行う

●�自らの意志と判断で自身と他者の仕事を組織化するとともに、広範だが

一般的によく定義された変数内でチームの仕事を計画・調整・評価する

4　専門学校1年課程または高校専攻科

(Level5 Diploma)

3　高校卒、専修学校高等課程3年修

了、または高専3年までの単位修得

(Level-Senior Secondary Certificate 

of Education)

SSCE 取得者は、広範な学習領域に

亘って基礎的知識を有するとともに、

いくつかの専門分野における知識あ

るいは技術的な知識を有している。

SSCE 取得者は、以下の技能を有している。

●�リテラシー、ニューメラシー、コミュニケーション技能、他者に知識や

考えを提示するための情報伝達技術（ICT) に係る技能

●�当該専門分野に適した多様な情報源から情報にアクセスし記録し働きか

け、当該専門分野を横断して新たな専門知識を開発する認知的技能

●�特定の専門分野に対する認知的・技術的・コミュニケーション・創造的

技能、専門分野を統合して課題解決に当たること、柔軟で分析的な思考

を支持すること、他者と協働すること

SSCE 取得者は、以下の状況で知識と技能の応用を示すことができる。

●�既知の状況や変化しつつある状況における仕事や機能に対し、いくつか

の分野を深めている

●�成功した学習者、自信ある個人・チームの一員、活動的で情報を得た市

民として、市民生活、仕事、生涯学習における特定の状況

●�成果の質に対する、ある程度の方向性や説明責任をもって個人責任を引

き受ける状況

3　高校卒、専修学校高等課程3年修

了、または高専3年までの単位修得

(Level-Senior Secondary Certificate 

of Education)

３．各国 NQF の学修成果マトリクス

3-1．豪州の学修成果マトリクス

344



【教育】

学位・資格のレベル

学修成果－職業コンピテンシー 【教育】

学位・資格のレベル知識 技能 知識と技能の応用

8　博士または同等以上

(Level10 Doctoral Degree)

博士号取得者は、以下の知識を有し

ている。

●�独創的な貢献をなす知識を含む、労

働もしくは学習に係るある分野の

最前線にある相当量の知識

●�労働もしくは学習に係るある分野

に応用可能な研究に関する原則及

び方法

博士号取得者は、以下の技能を有している。

●�理論的知識に関する専門的理解を示し、理論や実践を批判的に検討でき

る認知的技能

●�批判的に思考し、既存の知識や考えを評価し、体系的調査を遂行し、理

論と実践について検討し、独創的な知識を創出するための認知的技能や

知的独立性の活用

●�労働もしくは学習に係るある分野に応用可能な、専門家としての技術的・

創造的技能

●�理論に係る定理、方法論、結論を説明し、批判するコミュニケーション

技能

●�国際的基準に照らし、外部評価に向けて、独創性や独創的研究の複雑な

調査を説得的に提示し、同僚やコミュニティに結果を伝達するコミュニ

ケーション技能

●�専門家として、知識や専門的実践について重要且つ独創的な貢献をなす

研究について設計・遂行・分析・理論化・伝達する技能

博士号取得者は、以下の状況で知識と技能の応用を示すことができる。

●�知的独立性を有する

●�新たな状況において、及び / あるいはさらなる学習のためにイニシアチ

ブと創造性を発揮する

●�個人的なアウトプットに対して全面的な責任と説明責任を果たす

●�独創的研究を計画し実行する

●�専門的実践の文脈を含め、新たな知識を創出する継続的能力を有する
8　博士または同等以上

(Level10 Doctoral Degree)

7　修士または専門職学位

(Level9 Masters Degree(Research))

修士号（研究）取得者は、以下の知

識を有している。

●�一つあるいは複数の専門分野にお

ける近年の展開に関する理解を含

む知識体系

●�労働もしくは学習のある分野に応

用可能な、研究に係る原則や方法

に関する高度な知識

修士号（研究）取得者は、以下の技能を有している。

●�理論的知識を修得していることを示し、理論とその応用について批判的

に検討する認知的技能

●�複雑な情報・課題・概念・理論を調査・分析・統合し、既存の理論を異

なる知識体系や実践に応用する認知的・技術的・創造的技能

●�複雑な考えや概念を抽象的レベルで創出・評価できる認知的・技術的・

創造的技能

●�研究及び研究方法を設計・活用・評価できる認知的・技術的技能

●�一貫した持続的な見解を提示し、専門家や非専門家の聞き手に研究結果

を伝えられるコミュニケーション技能及び技術的技能

●�知識への貢献をなす研究の設計・評価・遂行・分析・理化・伝達できる

技術的・コミュニケーション技能

●�専門家として、知識や専門的実践について重要且つ独創的な貢献をなす

研究について設計、遂行、分析、理論化、伝達できる技術的・コミュニ

ケーション技能

博士号取得者は、以下の状況で知識と技能の応用を示すことができる。

●�新たな状況において、及び / あるいはさらなる学習のために創造性とイ

ニシアチブ発揮する

●�高度な個人の自律性と説明責任を担う

●�実質的な研究を計画し実行する

7　修士または専門職学位

(Level9 Masters Degree(Research))

6　学士または高度専門

(Level7 Bachelor Degree)

学士号取得者は、独立して生涯学習

を行うための基盤として、一つある

いは複数の専門分野における根本的

な原則や概念について深く理解する

とともに、広範で一貫した知識を有

している。

学士号取得者は、以下の技能を有している。

●�知識を批判的に検討し、分析し、統合・総合する認知的技能

●�いくつかの分野に深く精通するとともに、広範な知識理解を示すことの

できる認知的・技術的技能

●�知的独立性をもって問題を同定し解決する際に、批判的な思考力や判断

力を行使できる認知的・創造的技能

●�知識や考えを明解に整然と独立して提示できるコミュニケーション技能

学士号取得者は、以下の状況で知識と技能の応用を示すことができる。

●�専門的実践及び学問活動における計画立案、問題解決、意思決定を主導

し判断する

●�多様な状況に知識・技能を適合させる

●�自身の学習や専門的実践に対して責任や説明責任を果たし、広範な変化

の中で他者と協働する

6　学士または高度専門

(Level7 Bachelor Degree)

5　短期大学士、準学士または専門士

(Level6 Associate Degree)

準学士号取得者は、一つあるいは複

数の専門分野における根本的な原則

や概念について深く理解するととも

に、広範な理論的・技術的知識を有

している。

準学士号取得者は、以下の技能を有している。

●�広範な情報源から、情報や概念を同定・分析・評価する認知的技能

●�ある分野におけるある程度の深みで知識や考えの広い理解を示すことの

できる認知的・技術的・創造的技能

●�時に複雑な問題に対する対応を解釈し、伝達する認知的技能・コミュニ

ケーション技能・分析的技能

●�ある程度の知的独立性でもって、知識や考えについて明快で一貫したプ

レゼンテーションができるコミュニケーション技能

準学士号取得者は、以下の状況で知識と技能の応用を示すことができる。

●準専門的実践における計画立案、問題解決、意思決定を主導し判断する

●�多様な状況に、及び / あるいは一つ以上の専門分野におけるさらなる学

習に向けて、知識や技能を適用する

●�既知及び未知の状況に根本的な原則・概念・技術を適用する

●�自身の学習や仕事に対して責任や説明責任を果たし、広範な変化の中で

他者と協働する

5　短期大学士、準学士または専門士

(Level6 Associate Degree)

4　専門学校1年課程または高校専攻科

(Level5 Diploma)

ディプロマ取得者は、ある労働及び

学習の分野におけるいくつかの領域

を深め、技術的・理論的知識や技能

を有している。

ディプロマ取得者は、以下の技能を有している。

●�広範な情報源から情報を同定・分析・評価し、働きかける認知的技能

●�予測不可能な課題及び / あるいはマネジメントの要件へのアプローチを

分析・計画・設計・評価できる認知的・技術的・コミュニケーション技

能

●�スペシャリストとして考えや見方を表現する技術的・創造的技能

●�他者に知識や特別な技能を伝達し、知識理解を示すことができるコミュ

ニケーション技能

ディプロマ取得者は、以下の状況で知識と技能の応用を示すことができる。

●�既知の状況や変化しつつある状況において、専門性を有するいくつかの

分野を深めている

●�多様な状況において、理論的概念及び / あるいは技術的及び / あるいは

創造的技能を伝達し応用する

●�量的・質的に広範な変数に関連して自ら行ったアウトプットに対し、個

人的責任と自律性をもって複雑な技術的運用を行う

●�自らの意志と判断で自身と他者の仕事を組織化するとともに、広範だが

一般的によく定義された変数内でチームの仕事を計画・調整・評価する

4　専門学校1年課程または高校専攻科

(Level5 Diploma)

3　高校卒、専修学校高等課程3年修

了、または高専3年までの単位修得

(Level-Senior Secondary Certificate 

of Education)

SSCE 取得者は、広範な学習領域に

亘って基礎的知識を有するとともに、

いくつかの専門分野における知識あ

るいは技術的な知識を有している。

SSCE 取得者は、以下の技能を有している。

●�リテラシー、ニューメラシー、コミュニケーション技能、他者に知識や

考えを提示するための情報伝達技術（ICT) に係る技能

●�当該専門分野に適した多様な情報源から情報にアクセスし記録し働きか

け、当該専門分野を横断して新たな専門知識を開発する認知的技能

●�特定の専門分野に対する認知的・技術的・コミュニケーション・創造的

技能、専門分野を統合して課題解決に当たること、柔軟で分析的な思考

を支持すること、他者と協働すること

SSCE 取得者は、以下の状況で知識と技能の応用を示すことができる。

●�既知の状況や変化しつつある状況における仕事や機能に対し、いくつか

の分野を深めている

●�成功した学習者、自信ある個人・チームの一員、活動的で情報を得た市

民として、市民生活、仕事、生涯学習における特定の状況

●�成果の質に対する、ある程度の方向性や説明責任をもって個人責任を引

き受ける状況

3　高校卒、専修学校高等課程3年修

了、または高専3年までの単位修得

(Level-Senior Secondary Certificate 

of Education)
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レベル 知識 技能 （知識・技能の）適用 レベル

10
学問分野／専門的実務における最先端の知識 既存の知識や実務の批判的な熟考と新しい知識の創造 専門職の誠実性と、学問分野／専門的実務の最先端の新

しいアイデアや実務の開発とに対する持続的な取り組み
10

9

先端的知識を含む高度に専門的な知識、およ

び、学習／実務分野における問題の批判的な

認識

既存の問題や新規の問題に新しい技能や手法を開発して

適用する

上級レベルへ研究／実務分野への精通

学問分野／専門職の実務における高度に専門化された知

識および技能を自分自身で適用

専門職／学問分野でのリーダーシップに対する責任

9

8

基礎となる主要原則の批判的理解を含む、学

問分野／実務における高度な技術、理論の知

識

複雑で、時には予測不可能な問題を分析し、解決策を産

み出す

仕事／学習分野に関連する一連のプロセスを評価し適用

する

高度な一般技能や専門的知識・技能の適用を通じた専門

職／学問分野への適性を発展させる

専門職／学問分野への誠実性に対する何らかの責任
8

7

1つまたは複数の分野の仕事／学習分野にお

ける専門的技術、理論の深い知識

馴染みのない複雑な問題を分析し、解決策を産み出す

仕事／学習分野に関連する一連のプロセスを選択、適応、

適用する

高度な一般技能、また、専門職的文脈／学習分野におけ

る専門知識および技能 7

6

仕事／学習分野における専門的技術、理論の

深い知識

よく知っている問題と馴染みのない問題を分析し、解決

策を産み出す

仕事／学習分野に関連する一連の標準的／非標準的なプ

ロセスを選択して適用する

動的な文脈内での学習と業績の完全な自己管理

動的な文脈内でのリーダーシップに対する責任
6

5

特定の仕事／学習分野における幅広い運用、

技術、理論の知識

よく知っている、また、時には馴染みのない問題に対す

る一連の解決策を選択して適用する

仕事／学習分野に関連する一連の標準的／非標準的なプ

ロセスを選択して適用する

定義された文脈内での学習と業績の完全な自己管理

他人の学習と業績の管理に対する何らかの責任
5

4

仕事／学習分野における幅広い運用、理論の

知識

よく知っている、また、時には馴染みのない問題に対す

る解決策を選択して適用する

仕事／学習分野に関連する一連の標準的／非標準的なプ

ロセスを選択して適用する

幅広い指導の下で学習と業績を自己管理する

他人の業績に対する何らかの責任
4

3

仕事／学習分野におけるいくらかの運用、理

論の知識

よく知っている問題に対して一連の既知の解決策から選

択して適用する

仕事／学習分野に関連する一連の標準的プロセスを適用

する

限定的な監督

自身の学習と業績に対して大きな責任を負う

他人と交流するときに自分の行動を適応させる

グループの業績に貢献する

3

2

仕事／学習分野における基本的な事実、運用

の知識

よく知っている問題に既知の解決策を適用する

仕事／学習分野に関連する標準的なプロセスを適用する

一般的な監督

自分自身の学習と業績に対して何らかの責任を要求する

他の人と協力する

2

1

基本、一般、基礎的な知識 単純な問題に基本的な解決策を適用する

簡単な任務を実行するために必要な基本技能を適用する

高度に構造化された文脈

自分の学習に何らかの責任を負う

他の人と交流する

1

3-2．ニュージーランドの学修成果マトリクス
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レベル 知識 技能 （知識・技能の）適用 レベル

10
学問分野／専門的実務における最先端の知識 既存の知識や実務の批判的な熟考と新しい知識の創造 専門職の誠実性と、学問分野／専門的実務の最先端の新

しいアイデアや実務の開発とに対する持続的な取り組み
10

9

先端的知識を含む高度に専門的な知識、およ

び、学習／実務分野における問題の批判的な

認識

既存の問題や新規の問題に新しい技能や手法を開発して

適用する

上級レベルへ研究／実務分野への精通

学問分野／専門職の実務における高度に専門化された知

識および技能を自分自身で適用

専門職／学問分野でのリーダーシップに対する責任

9

8

基礎となる主要原則の批判的理解を含む、学

問分野／実務における高度な技術、理論の知

識

複雑で、時には予測不可能な問題を分析し、解決策を産

み出す

仕事／学習分野に関連する一連のプロセスを評価し適用

する

高度な一般技能や専門的知識・技能の適用を通じた専門

職／学問分野への適性を発展させる

専門職／学問分野への誠実性に対する何らかの責任
8

7

1つまたは複数の分野の仕事／学習分野にお

ける専門的技術、理論の深い知識

馴染みのない複雑な問題を分析し、解決策を産み出す

仕事／学習分野に関連する一連のプロセスを選択、適応、

適用する

高度な一般技能、また、専門職的文脈／学習分野におけ

る専門知識および技能 7

6

仕事／学習分野における専門的技術、理論の

深い知識

よく知っている問題と馴染みのない問題を分析し、解決

策を産み出す

仕事／学習分野に関連する一連の標準的／非標準的なプ

ロセスを選択して適用する

動的な文脈内での学習と業績の完全な自己管理

動的な文脈内でのリーダーシップに対する責任
6

5

特定の仕事／学習分野における幅広い運用、

技術、理論の知識

よく知っている、また、時には馴染みのない問題に対す

る一連の解決策を選択して適用する

仕事／学習分野に関連する一連の標準的／非標準的なプ

ロセスを選択して適用する

定義された文脈内での学習と業績の完全な自己管理

他人の学習と業績の管理に対する何らかの責任
5

4

仕事／学習分野における幅広い運用、理論の

知識

よく知っている、また、時には馴染みのない問題に対す

る解決策を選択して適用する

仕事／学習分野に関連する一連の標準的／非標準的なプ

ロセスを選択して適用する

幅広い指導の下で学習と業績を自己管理する

他人の業績に対する何らかの責任
4

3

仕事／学習分野におけるいくらかの運用、理

論の知識

よく知っている問題に対して一連の既知の解決策から選

択して適用する

仕事／学習分野に関連する一連の標準的プロセスを適用

する

限定的な監督

自身の学習と業績に対して大きな責任を負う

他人と交流するときに自分の行動を適応させる

グループの業績に貢献する

3

2

仕事／学習分野における基本的な事実、運用

の知識

よく知っている問題に既知の解決策を適用する

仕事／学習分野に関連する標準的なプロセスを適用する

一般的な監督

自分自身の学習と業績に対して何らかの責任を要求する

他の人と協力する

2

1

基本、一般、基礎的な知識 単純な問題に基本的な解決策を適用する

簡単な任務を実行するために必要な基本技能を適用する

高度に構造化された文脈

自分の学習に何らかの責任を負う

他の人と交流する

1
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学習者のプロフィール 知識・理解 認知技能
実用的職業技能

個人・起業家的技能 倫理、プロフェッショナリズム
実践的技能 対人関係技能 デジタル・数学の基礎知識に関する技能 リーダーシップ、自律性、責任

レベル8

・�学習者は、学習または専門的な実践の分野の最先端の最
上級知識の批判的理解を証明できる。

・�相当な新しい独自の知識、専門的実践に貢献する上級研
究を、独自に、実施、運用、先導することができる。

・�論文、特許、製品、新しい上級専門実践、上級技術、創
造的モデル、芸術作品、音楽という形式の研究アウトプッ
トを生産できる。

・�知識と信頼による専門知識の分野で、見解、論文、考え
を示したり守ったりする能力を証明できる。

・�学習、ディシプリン、実践の分野の最上級・最先端の知
識の中で、現在の批判的な問題に関して包括的、組織的、
統合的、新しい複雑な抽象的考えを証明することができ
る。

・�学習 / ディシプリン / 実践の分野の最上級・最先端知識
の中で、新しく、複雑な抽象的考えや現在の批判的問題
を、批判的に分析、評価、統合することができる。

・�学習 /ディシプリン /実践の分野で、新しい知識、理論、
新しい解決策、新しい実践を創造的に生産するために、
独立して , 上級研究方法、分析的ツール、技能を応用す
ることができる。

・�ピアレビューや国際的な水準を満足させる独自の、独立
した研究を通じて、知識 / 理論 / 解決策 / 実践の創造に
対して相当な貢献ができる。

・�一つまたは複数の分野の専門
である実践的、技術的技能 /
実践や科学的技能、とても新
しく複雑で拡大する問題を解
決するための打開策をマス
ターしていることを証明する
ことができる。

・�ひとつあるいは複数の専門分
野で、もっとも上級で、専門
的な研究方法をデザインした
り実行したり採用する能力を
証明できる。

・�関連する専門知識の分野で、
コミュニティ、社会全般で、学
究的に、仲間に対して効率的
に研究発見をコミュニケート
することができる。

・�倫理的、専門的に、学習や職
場コミュニティ、他のグルー
プ、ネットワークで様々な人
を扱って働くことができる。

・�情報、視点、考え、問題を伝達
したり、専門知識の分野で、学
究的に、仲間、コミュニティ、
社会に対して適切に / 一貫し
て、解決を示すことができる。

・�上級/洗練されたリーダーシッ
プ技能や能力や多様なパート
ナーとの効果的な協力をもた
らす能力を証明できる。

・�研究活動を支援したり高める
ために、既存のまたは新しい
適切なツールやメソドロジー
を使用 / 選択 / 改善すること
ができる。

・�数字で表し、グラフィカルな
データの批判的評価をするこ
とができる。

・�新しい知識、上級実践、過程、
製品に対して、貢献できるよ
うな研究リソースを実行した
り、マネジメントする際に、相
当な自律性、独立性、権威を
持って働くことができる。

・�リーダシップ、プロフェッショ
ナリズム、マネジメントスキ
ルを証明し、自分の仕事に対
して、完全に、研究チーム/組
織 / プロジェクト / 仕事の中
で、他人の仕事に対しても重
要な責任をとることができる。

・�専門/専門家/スペシャリスト
のレベルで、拡大する問題につ
いて、社会一般にむけて、学術
的・専門的実践の技術的、社会
的、文化的な過程に貢献できる。

・�生涯学習の考えと新しい考え、
解決、システムを統合できる。

・�自分の仕事について完全に責
任をとるほか、研究組織の全
てのマネジメントに対して説
明することができる。

・�起業家精神を持っ てベン
チャー化 / プロジェクト化を
始めたり、導いたりできる。

・�法律的、専門的、倫理的に、服
務規定のようなものに対して
忠実であることを証明できる。

・�分野や社会的なインパクトの
研究の向上に対して、拡大す
る倫理的、専門的問題、複雑
性、インプリケーションを示
すことができる。

・�社会的、技術的、経済的発展
に対して、専門的に貢献し続
けることができる。

レベル7

・�学習者は、生涯学習、研究、専門実践を通じて、特定分
野の知識をマスターしていることを証明できる。かなり
の理論的知識、批判的考察、革新的技能を包括したもの
によって、強化される。

・�学習者は、新しい問題解決方法を生み出すことができる。
・�学習者は、広い世界同様に、マレーシア /ASEAN で、知識

や技能を自信を持って運用する。

・�研究の基礎同様に、分析的、批判的評価、複雑な情報の
総合、専門的な概念、理論、ある学習 / 実践の分野の方
法や実践を行う際に、独自性、独立性を証明することが
できる。

・�上級技術、ツール、技能を使用しながら、または、新し
い考え、革新的な解決、実践を決定したり生み出すアプ
ローチまたは統合アプローチの範囲で、研究を通じて、
学習 / 実践分野で批判的に統合した知識を、複雑な問題
を運用・解決するために応用できる。

・�標準、専門化した研究方法 / アプローチを行ったり、実
践的技能、ツールを応用したり、科目 /ディシプリンで、
最新の知識によって、伝えられる技術を調査できる。

・�学習 / 実践の分野の中で、複雑な問題を解決したり、運
用する能力を例示できる。

・�少なくとも、一つの国際的な
言語で、仲間、専門家、非専
門家に対して、適切な方法を
使用しながら、明確に、知識、
技能、考え、批評、理論的回
食をコミュニケートできる。

・�倫理的、専門的に、学習・職
場コミュニティ、他のグルー
プ、ネットワークで異なる人
と一緒に、協働して働くこと
ができる。

・�少なくとも、一つの外国語で、
働いたり上級学習を行う能力
を証明できる。

・�学習や仕事をサポートするた
めに、幅広い範囲の情報、メ
ディア、技術、アプリケーショ
ンを使用できる。

・�学習 / 仕事の測定のため、数
字で表したものとグラフィカ
ルな / ビジュアルデータを使
用し、結びつけることができ
る。

・�学習、研究、仕事 /実践を高め
るために、幅広い範囲の適切な
デジタル技術、適切なソフト
ウェアを能力的に使用できる。

・�定型化された新しい状況 / 問
題に取り組むため、アプリケー
ションとシステムを取り入れ
ることができる。

・�質的、統計的なツールを使用
しながら、評価的な活動をデ
ザインし、計画するための技
能を示すことができる。

・�学習 / 研究のための数字で表
したグラフィカルなデータを
分析し評価するための数学的
な他の質的・量的なツールを
応用できる。

・�職場やクラスでの重要な自律
性、独立性、リーダーシップ、
対人関係技能を証明できる。

・�特に、複雑なアプリケーショ
ン、予測できない状況という
文脈で、チームの中や他の
チームと協働して、計画、資
源運用、監督、問題解決、仕
事運用に関する相当な責任を
示すことができる。

・�継続的な学術的な / 専門的な
開発を通じて向上を例示でき
る。

・�起業家精神を持っ てベン
チャー化 / プロジェクト化を
始めたり、導いたりできる。

・�実践に関して、法律的、倫理
的、職業倫理規約に忠実であ
ることを証明できる。

・�複雑な問題に対して、批判的
なリフレクションや倫理的志
向に基づき、アドバイスをし
たり、決定することに対する
自信を証明できる。

・�国家的、国際的に、社会的、技
術的、経済的発展に対して、専
門的に貢献できる。

・�専門的技術の分野の市民的、
グローバルな問題の範囲で、
意味深く従事する能力を証明
できる。

レベル6

・�学習者は、パラグラフのための知識や技能、研究に埋め
込まれている完全に専門的な仕事、専門分野のイノベー
ション、創造性に関して幅広く包括的に、首尾一貫的に
証明できる。

・�プロフェッショナリズム、倫理的な仕事文化、持続可能
な問題に対する反発的な関与、国家的なアスピレーショ
ンを支持しながらグローバルなシティズンシップを認識
していることを証明できる。

・�上級、包括的、理論的、技術的な知識を述べ、特定分野
または学習、仕事、実践の分野に関連し、マルチディシ
プリンの場合に、関連する技能を証明できる。

・�学習 / 仕事 / 実践分野で、批判的、分析的、評価技能を
応用することによって、特定の分野の知識を応用するな
かで、知的な独立性を証明できる。

・�複雑なアプリケーションを運用し解決したり、想像的か
つ革新的な解決を持って予測できない問題を取り扱う。

・�技能や知識を学習 / 仕事 / 実践の分野でのアプローチに
応用できる。

・�ある範囲の必要な方法や手続
きを幅広い範囲の複雑な問題
を解決するために応用する。

・�専門分野に関連して、関連し
た実践や過程を検討、調整、監
督する。

・�オーディエンスに伝えるため、
よく構造化された方法で適切
な文脈で、確実に適切に、一
貫して、適切で異なるプレゼ
ンテーションの形式を使用し
ながら、書面で、口頭の形式
で、考えを伝えられる。

・�地方で、国際的に、他のグルー
プ同様、多様な学習、仕事の
コミュニティで多様な人と一
緒に働ける。

・�学習/仕事のサポートのため、
幅広い範囲の情報、メディア、
技術アプリケーションを使用
することができる。

・�学習や仕事のための数字であ
らわしたもの　とグラフィカ
ルな / ビジュアルなデータを
使用し、結合できる。

・�幅広い組織化されたパラメー
タの中で責任をマネジメント
するとき、自律性を持って働
き、リーダーシップやプロ
フェッショナリズムを示す。

・�自分と同様、他人の責任と関連
した重要な仕事を引き受ける。

・�前もって決めたゴールや目標
に向けて働くことにより意思
決定能力とプロフェッショナ
リズムを証明できる。

・�特に、専門分野で説明責任を
証明できる。

・�自発的な生涯学習や専門的な
経路に、効果的に従事する。

・�選択したプロジェクトで、起
業家精神を証明できる。

・�地方 / 国家 / 地域的なレベル
で、幅広い社会政治学的な経
済かつ文化的な問題について
的確な評価を証明する。

・�忠実性、倫理的問題を示し、倫
理的決定をし、多様な社会的
専門的環境や実践で専門的に
活動する能力を証明する。

・�深い親密性や科学、技術、ビ
ジネス、社会環境的な問題に
関連した地方やグローバルな
問題を証明できる。

レベル5

・�学習者は、重要で理論的、技術的な知識を有する。
・�職場で複雑な状況に対処でき、組織や専門的な需要に従っ

て理解する能力を示すことができる。
・�学習者は、地方、世界的な仕事や社会環境の文脈で、倫

理的に持続可能な実践を応用するための能力を有する。

・�多様で予測できない仕事 / 学習に取り組むため、上級分
野（専門的知識）の理論的かつ概念的で技術的な知識や
包括的なものの範囲で述べることができる。

・�専門分野の科目 / ディシプリン、仕事の中で詳細で、技
術的、概念的、理論的な知識を示し、解釈、応用、分析、
評価できる。

・�幅広く定型化され、複雑な定型や非定型の文脈で、また
は、アプローチと独立の限られた範囲で、予測できない
状況でさえ、問題を解決できる。

・�実践的な技能を使用すること
により ､ 必要な方法や手続き
を幅広い範囲で複雑な仕事 /
学習に応用できる。

・�関連する実践や過程で、検討、
調整、他人を監督することが
できる。

・�オーディエンスに対して、社
会的、学術的、専門的な目的
のための情報、考え、問題、解
決策を伝えるために、包括的
かつよく構造化された方法で、
効果的に、適切に、コミュニ
ケートしたり相互に影響を及
ぼしたりできる。

・�すくなくとも、2つの言語で口
頭又は書面で高い実力を示せ
る。

・�学習/仕事のサポートのため、
ある範囲の情報、メディア、技
術アプリケーションを使用で
きる。

・�定型、非定型、複雑で数字を
しめしている、グラフィック
/ビジュアルデータを解釈した
り応用できる。

・�相当な適度の自律性を持って仕
事を行い、重要なレベルの責任
感を発揮する。

・�職場の他の人の行動に関連し
た判断同様に、割り当てられ
た資源において、それぞれマ
ネジメントの決定をすること
ができる。

・�責任をとったり説明責任を受け
入れたりする能力を証明できる。

・�非定型の仕事の分野を含む新し
い環境で、チームリーダシップ
を証明できる。

・�生涯学習に対して効果的に自
発的に従事し、それぞれ専門
的に共同して参加する。

・�関連する選択した状況の中で、
起業家精神を証明する。

・�地方、世界的に、多文化、バ
イリンガル、多民族なコミュ
ニティで働いたり勉強する能
力を証明できる。

・�専門的、倫理的、持続可能な
実践に従って、社会的な責任
を実行するための能力を証明
する。

・�持続可能な地方、グローバル
なコミュニティの発展に貢献
できる。

レベル4

・�学習者は、一般的理論 ､原則に関して幅広い知識を有し、
技術的、専門職業的、マネジメント分野でキャリアに繋
げることができる焦点をあてた学習 / ディシプリンの技
能を証明できる。

・�学習者は、生涯教育の追求に関心を示すことができる。
・�学習者は、適切な倫理的行動を約束し、グローバルな視

点で、国家的なアスピレーションに高い価値を置くこと
ができる。

・�分野 / ディシプリンの中で、異なる、複雑な定型、非定
型の仕事を引き受けるために幅広い範囲の複雑な技術、
理論的な知識や技能の構造的かつ包括的な理解を証明で
きる。

・�最低の管理下で、よく定型化された科目 / ディシプリン
/ 仕事の文脈で、一般的な概念や理論、経営上の原則を
示し、解釈し、応用し、評価できる。

・�非定型の性質の課題同様に、通常の、よく定型化された
種類の問題を解決できる。

・�求められた仕事を実行するた
め、限定された範囲で、実践
的技能、必要なツール、方法、
手続きを応用できる。

・�定型 / 非定型の仕事に関連し
て必要なものとして、実践や
過程に対して反映したり調整
できる。

・�仲間、専門家、非専門家を含む他
の人に対して、考え、情報、問題、
解決策を口頭で、書きながら、明
確にコミュニケートできる。

・�一個人または監督者、仲間、部
下とともにチームメンバーと
して効果的に影響を与えるこ
とができる。

・�母国語に加え、少なくとも、一
つの他の言語で高いレベルの
実力を証明できる。

・�仕事 / 学習と関連のあるデー
タを探したり、たどり着くよ
うにするのと同様に、仕事 /
学習をサポートするためにあ
る範囲のデジタルアプリケー
ションを使用できる。

・�定型、複雑で数字をしめして
いる、グラフィック / ビジュ
アルなデータを使用したり解
釈したりする技能を証明でき
る。

・�多様な文脈で行われた定型、
非定型の学習 / 仕事の活動に
おいて、幅広い指導や指示の
もと、重要な程度の個人的な
責任や自律性をもって仕事を
行う。

・�仕事の問題を運営するために、
多様なチームを先導したりマ
ネージメントしたりする。

・�継続教育のための自己改善の
動機付けや可能性を示すこと
ができる。

・�現実的なキャリアや職業的目
標を発揮する。

・�起業家精神と関連した活動を
調査し従事する。

・�地方や地域の幅広いコミュニ
ティ創設を導く専門的で市民
的な活動に関心を示したり、
参加する。

・�仕事環境で、組織化され、職
業的な倫理を理解したり従っ
たりする能力を証明できる。

・�地方、グローバルな仕事と社
会的な環境の文脈で、持続可
能な実践を応用するための能
力を証明できる。

レベル3

・�学習者は、中レベルでの事実や原則に関する基礎的な理論
的、技術的な知識を有する。

・�求められているように、オペレーション技能のバランス
がある。

・�関心や仕事の分野に適した特定の科目またはディシプリ
ンで継続学習を追及するという関心を示すことができる。

・�一つの追加された言語について、初歩的な実力の獲得
・�年齢に対応した市民としてのエンゲージメントとグロー

バルな問題の認識を証明できる。

・�よく定型化され、多様な定型仕事に取り組むため、科目
やディシプリンの重要な知識の範囲で、基礎的な原則、
理論、技能を述べることができる。

・�知識やなじみ深い解決や技能を予測可能な定型的な仕事
に関する問題に応用することができる。

・�管理の下、仕事 / 学習の分野
で、定型、いくつかの非定型
の仕事 / 問題を解決する（取
組む）ため、情報、適切な方
法、ツール、技術、資料を使
用しながら、組織化し、運用
し、実行できる。

・�個人または仲間、専門家、非
専門家といったチームとして、
考え、情報、問題、解決策を
効果的に、口頭で明確に、書
きながらコミュニケートでき
る。

・�母国に加えて、他の外国語少
なくとも一つ、初歩的な実力
を発達させることができる。

・�学習 / 仕事の科目と関連のあ
るデータを探したどり着くた
め、学習や仕事をサポートし
てくれる基本的なデジタル技
術アプリケーションを使用で
きる。

・�なじみ深く複雑ではない数字
をしめしているものやグラ
フィックデータを解釈し使用
することができる。

・�かなりの自律性や最小限の管
理で仕事をする能力を証明で
きる。

・�仕事 / 学習の文脈で他の人に
指導をすることができる。

・�アウトプットの質とインパク
トに対してかなりの責任を引
き受けることができる。

・�仕事/学習の成果に対する責任や
影響を引き受けることができる。

・�最小限の指導で、学習や継続
訓練を通じて、自己改善を始
めることができる。

・�マレーシアや ASEAN パート
ナーとして認識を示し、その
一般的な知識を示すことがで
きる。

・�起業家としての知識や技能の
基本的な理解を証明できる。

・�多様なマルチ文化的な文脈で、
特に仕事、学習の職業倫理に
従事した能力を証明できる。

レベル2

・�学習者は、責任のある倫理的な労働者として、よく定型
化された環境の元、仕事をするための事実に関する知識
や技能を有する。

・�生涯学習への約束と同様に継続学習に対する関心を証明
できる。

・�地方のコミュニティに従事するための技能を発展させる
ことができる。

・�ひとつの他の言語（英語等）の基本的な実力を発展でき
る。

・�多様な定型 / 非定型の仕事または学習に取り組むために
科目 / ディシプリンの事実に関する知識を述べたり証明
できる。

・�知識や技能を、よく定型化された定型的な仕事 / 学習に
応用することができる。

・�よく定型化された定型的な仕事や学習の中で、なじみ深
い解決を予測可能な問題を解決するために応用すること
ができる。

・�指導の下、大半は、通常の基
本的なツール、方法、資料を
使用しながら、よく定型化さ
れた仕事を計画し実行する能
力を証明できる。

・�限られた文脈の中で、なじみ
深い日常的な表現や単純な場
面で、コミュニケーションで
きる。

・�少なくとも母国語に加え他の
一つの言語について関心を表
現できる。

・�アクセスを可能にしたり、単
純なデータにたどりつけるよ
うな管理下で、与えられた一
連の仕事を実行するのに十分
な基本的アプリケーションや
デジタルツールを限定された
範囲で使用できる。

・�限定されたシンプルでなじみ
深い数字をしめしているもの
に関し、グラフィカルなデー
タで解釈することができる。

・�体系化された活動の中、一般
的な管理下で、限定された自
律性や相当なサポートを得な
がら、働くことができる。

・�チームで働くことができ、限
定された責任や説明責任を
もって、ほかの人とともに、意
見を交換したり、フィード
バックできる。

・�ガイダンスによる学習に対す
る責任感が生まれる。

・�仕事や個人的な行動、価値に
反映させるための能力を証明
できる。

・�仕事や学習の文脈で、いくつ
かの個人的な価値を応用する
能力を示すことができる。

・�他の文化や価値のあるシステ
ムに継続的にさらされること
により、文化の多様性を深め
ることができる。

・�政治的、社会的認識を高める。

レベル1

・�学習者は、基本的、基礎的、一般的知識・技能を有する。
・�指導のもと、基本的、非常に日常的なタスクを実行でき

る。
・�生涯学習、責任のある倫理感を有する労働者となるため

の準備
・�地方・国家的な制度同様にコミュニティを認識している。
・�自己を超えた世界への好奇心

・�非常に日常的で予測可能な仕事や学習をするため、狭い
範囲の科目 / 分野の単純、事実的、基本的な知識・技能
をいえる。

・�指導の下、よく定型化され、非常に日常的で予測可能な
仕事の文脈で基本的な知識を応用できる。

・�行動を反映したり改善するための能力を証明できる。

・�よく定型化された仕事のため、
多様な共通の基本的なツール
や資料を使用することにより、
単純な技能を証明できる。

・�限定された文脈の範囲で、な
じみ深い日常の表現や単純な
場面でコミュニケートするこ
とができる。

・�少なくとも、母国語に加えて、
一つの他の言語に関心を示す
ことができる。

・�基本的な数学的なツールを使
用するための能力を示すこと
ができる。

・�指導の下、与えられた仕事を
行うために十分な2・3の単純
で基本的なアプリケーション
を使用できる。

・�サポートを得つつ、かなり体
系化された活動 / 仕事に関し
て、直接的な指導のもと、働
くことができる。

・�個人で / チームで働く能力を
証明することができる。

・�助けやガイダンスの元、学習
のためのいくつかの義務を始
めることができる。

・�指導のもと、行われた仕事に
反映する能力を証明できる。

・�仕事あるいは学習の文脈下で、
いくつかの応用できる個人的
な価値を確認するための能力
を示すことができる。

・�社会の責任あるメンバーで自
分よりも他の文化に対する感
受性を示すことができる。

3-3．マレーシアの学修成果マトリクス
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学習者のプロフィール 知識・理解 認知技能
実用的職業技能

個人・起業家的技能 倫理、プロフェッショナリズム
実践的技能 対人関係技能 デジタル・数学の基礎知識に関する技能 リーダーシップ、自律性、責任

レベル8

・�学習者は、学習または専門的な実践の分野の最先端の最
上級知識の批判的理解を証明できる。

・�相当な新しい独自の知識、専門的実践に貢献する上級研
究を、独自に、実施、運用、先導することができる。

・�論文、特許、製品、新しい上級専門実践、上級技術、創
造的モデル、芸術作品、音楽という形式の研究アウトプッ
トを生産できる。

・�知識と信頼による専門知識の分野で、見解、論文、考え
を示したり守ったりする能力を証明できる。

・�学習、ディシプリン、実践の分野の最上級・最先端の知
識の中で、現在の批判的な問題に関して包括的、組織的、
統合的、新しい複雑な抽象的考えを証明することができ
る。

・�学習 / ディシプリン / 実践の分野の最上級・最先端知識
の中で、新しく、複雑な抽象的考えや現在の批判的問題
を、批判的に分析、評価、統合することができる。

・�学習 /ディシプリン /実践の分野で、新しい知識、理論、
新しい解決策、新しい実践を創造的に生産するために、
独立して , 上級研究方法、分析的ツール、技能を応用す
ることができる。

・�ピアレビューや国際的な水準を満足させる独自の、独立
した研究を通じて、知識 / 理論 / 解決策 / 実践の創造に
対して相当な貢献ができる。

・�一つまたは複数の分野の専門
である実践的、技術的技能 /
実践や科学的技能、とても新
しく複雑で拡大する問題を解
決するための打開策をマス
ターしていることを証明する
ことができる。

・�ひとつあるいは複数の専門分
野で、もっとも上級で、専門
的な研究方法をデザインした
り実行したり採用する能力を
証明できる。

・�関連する専門知識の分野で、
コミュニティ、社会全般で、学
究的に、仲間に対して効率的
に研究発見をコミュニケート
することができる。

・�倫理的、専門的に、学習や職
場コミュニティ、他のグルー
プ、ネットワークで様々な人
を扱って働くことができる。

・�情報、視点、考え、問題を伝達
したり、専門知識の分野で、学
究的に、仲間、コミュニティ、
社会に対して適切に / 一貫し
て、解決を示すことができる。

・�上級/洗練されたリーダーシッ
プ技能や能力や多様なパート
ナーとの効果的な協力をもた
らす能力を証明できる。

・�研究活動を支援したり高める
ために、既存のまたは新しい
適切なツールやメソドロジー
を使用 / 選択 / 改善すること
ができる。

・�数字で表し、グラフィカルな
データの批判的評価をするこ
とができる。

・�新しい知識、上級実践、過程、
製品に対して、貢献できるよ
うな研究リソースを実行した
り、マネジメントする際に、相
当な自律性、独立性、権威を
持って働くことができる。

・�リーダシップ、プロフェッショ
ナリズム、マネジメントスキ
ルを証明し、自分の仕事に対
して、完全に、研究チーム/組
織 / プロジェクト / 仕事の中
で、他人の仕事に対しても重
要な責任をとることができる。

・�専門/専門家/スペシャリスト
のレベルで、拡大する問題につ
いて、社会一般にむけて、学術
的・専門的実践の技術的、社会
的、文化的な過程に貢献できる。

・�生涯学習の考えと新しい考え、
解決、システムを統合できる。

・�自分の仕事について完全に責
任をとるほか、研究組織の全
てのマネジメントに対して説
明することができる。

・�起業家精神を持っ てベン
チャー化 / プロジェクト化を
始めたり、導いたりできる。

・�法律的、専門的、倫理的に、服
務規定のようなものに対して
忠実であることを証明できる。

・�分野や社会的なインパクトの
研究の向上に対して、拡大す
る倫理的、専門的問題、複雑
性、インプリケーションを示
すことができる。

・�社会的、技術的、経済的発展
に対して、専門的に貢献し続
けることができる。

レベル7

・�学習者は、生涯学習、研究、専門実践を通じて、特定分
野の知識をマスターしていることを証明できる。かなり
の理論的知識、批判的考察、革新的技能を包括したもの
によって、強化される。

・�学習者は、新しい問題解決方法を生み出すことができる。
・�学習者は、広い世界同様に、マレーシア /ASEAN で、知識

や技能を自信を持って運用する。

・�研究の基礎同様に、分析的、批判的評価、複雑な情報の
総合、専門的な概念、理論、ある学習 / 実践の分野の方
法や実践を行う際に、独自性、独立性を証明することが
できる。

・�上級技術、ツール、技能を使用しながら、または、新し
い考え、革新的な解決、実践を決定したり生み出すアプ
ローチまたは統合アプローチの範囲で、研究を通じて、
学習 / 実践分野で批判的に統合した知識を、複雑な問題
を運用・解決するために応用できる。

・�標準、専門化した研究方法 / アプローチを行ったり、実
践的技能、ツールを応用したり、科目 /ディシプリンで、
最新の知識によって、伝えられる技術を調査できる。

・�学習 / 実践の分野の中で、複雑な問題を解決したり、運
用する能力を例示できる。

・�少なくとも、一つの国際的な
言語で、仲間、専門家、非専
門家に対して、適切な方法を
使用しながら、明確に、知識、
技能、考え、批評、理論的回
食をコミュニケートできる。

・�倫理的、専門的に、学習・職
場コミュニティ、他のグルー
プ、ネットワークで異なる人
と一緒に、協働して働くこと
ができる。

・�少なくとも、一つの外国語で、
働いたり上級学習を行う能力
を証明できる。

・�学習や仕事をサポートするた
めに、幅広い範囲の情報、メ
ディア、技術、アプリケーショ
ンを使用できる。

・�学習 / 仕事の測定のため、数
字で表したものとグラフィカ
ルな / ビジュアルデータを使
用し、結びつけることができ
る。

・�学習、研究、仕事 /実践を高め
るために、幅広い範囲の適切な
デジタル技術、適切なソフト
ウェアを能力的に使用できる。

・�定型化された新しい状況 / 問
題に取り組むため、アプリケー
ションとシステムを取り入れ
ることができる。

・�質的、統計的なツールを使用
しながら、評価的な活動をデ
ザインし、計画するための技
能を示すことができる。

・�学習 / 研究のための数字で表
したグラフィカルなデータを
分析し評価するための数学的
な他の質的・量的なツールを
応用できる。

・�職場やクラスでの重要な自律
性、独立性、リーダーシップ、
対人関係技能を証明できる。

・�特に、複雑なアプリケーショ
ン、予測できない状況という
文脈で、チームの中や他の
チームと協働して、計画、資
源運用、監督、問題解決、仕
事運用に関する相当な責任を
示すことができる。

・�継続的な学術的な / 専門的な
開発を通じて向上を例示でき
る。

・�起業家精神を持っ てベン
チャー化 / プロジェクト化を
始めたり、導いたりできる。

・�実践に関して、法律的、倫理
的、職業倫理規約に忠実であ
ることを証明できる。

・�複雑な問題に対して、批判的
なリフレクションや倫理的志
向に基づき、アドバイスをし
たり、決定することに対する
自信を証明できる。

・�国家的、国際的に、社会的、技
術的、経済的発展に対して、専
門的に貢献できる。

・�専門的技術の分野の市民的、
グローバルな問題の範囲で、
意味深く従事する能力を証明
できる。

レベル6

・�学習者は、パラグラフのための知識や技能、研究に埋め
込まれている完全に専門的な仕事、専門分野のイノベー
ション、創造性に関して幅広く包括的に、首尾一貫的に
証明できる。

・�プロフェッショナリズム、倫理的な仕事文化、持続可能
な問題に対する反発的な関与、国家的なアスピレーショ
ンを支持しながらグローバルなシティズンシップを認識
していることを証明できる。

・�上級、包括的、理論的、技術的な知識を述べ、特定分野
または学習、仕事、実践の分野に関連し、マルチディシ
プリンの場合に、関連する技能を証明できる。

・�学習 / 仕事 / 実践分野で、批判的、分析的、評価技能を
応用することによって、特定の分野の知識を応用するな
かで、知的な独立性を証明できる。

・�複雑なアプリケーションを運用し解決したり、想像的か
つ革新的な解決を持って予測できない問題を取り扱う。

・�技能や知識を学習 / 仕事 / 実践の分野でのアプローチに
応用できる。

・�ある範囲の必要な方法や手続
きを幅広い範囲の複雑な問題
を解決するために応用する。

・�専門分野に関連して、関連し
た実践や過程を検討、調整、監
督する。

・�オーディエンスに伝えるため、
よく構造化された方法で適切
な文脈で、確実に適切に、一
貫して、適切で異なるプレゼ
ンテーションの形式を使用し
ながら、書面で、口頭の形式
で、考えを伝えられる。

・�地方で、国際的に、他のグルー
プ同様、多様な学習、仕事の
コミュニティで多様な人と一
緒に働ける。

・�学習/仕事のサポートのため、
幅広い範囲の情報、メディア、
技術アプリケーションを使用
することができる。

・�学習や仕事のための数字であ
らわしたもの　とグラフィカ
ルな / ビジュアルなデータを
使用し、結合できる。

・�幅広い組織化されたパラメー
タの中で責任をマネジメント
するとき、自律性を持って働
き、リーダーシップやプロ
フェッショナリズムを示す。

・�自分と同様、他人の責任と関連
した重要な仕事を引き受ける。

・�前もって決めたゴールや目標
に向けて働くことにより意思
決定能力とプロフェッショナ
リズムを証明できる。

・�特に、専門分野で説明責任を
証明できる。

・�自発的な生涯学習や専門的な
経路に、効果的に従事する。

・�選択したプロジェクトで、起
業家精神を証明できる。

・�地方 / 国家 / 地域的なレベル
で、幅広い社会政治学的な経
済かつ文化的な問題について
的確な評価を証明する。

・�忠実性、倫理的問題を示し、倫
理的決定をし、多様な社会的
専門的環境や実践で専門的に
活動する能力を証明する。

・�深い親密性や科学、技術、ビ
ジネス、社会環境的な問題に
関連した地方やグローバルな
問題を証明できる。

レベル5

・�学習者は、重要で理論的、技術的な知識を有する。
・�職場で複雑な状況に対処でき、組織や専門的な需要に従っ

て理解する能力を示すことができる。
・�学習者は、地方、世界的な仕事や社会環境の文脈で、倫

理的に持続可能な実践を応用するための能力を有する。

・�多様で予測できない仕事 / 学習に取り組むため、上級分
野（専門的知識）の理論的かつ概念的で技術的な知識や
包括的なものの範囲で述べることができる。

・�専門分野の科目 / ディシプリン、仕事の中で詳細で、技
術的、概念的、理論的な知識を示し、解釈、応用、分析、
評価できる。

・�幅広く定型化され、複雑な定型や非定型の文脈で、また
は、アプローチと独立の限られた範囲で、予測できない
状況でさえ、問題を解決できる。

・�実践的な技能を使用すること
により ､ 必要な方法や手続き
を幅広い範囲で複雑な仕事 /
学習に応用できる。

・�関連する実践や過程で、検討、
調整、他人を監督することが
できる。

・�オーディエンスに対して、社
会的、学術的、専門的な目的
のための情報、考え、問題、解
決策を伝えるために、包括的
かつよく構造化された方法で、
効果的に、適切に、コミュニ
ケートしたり相互に影響を及
ぼしたりできる。

・�すくなくとも、2つの言語で口
頭又は書面で高い実力を示せ
る。

・�学習/仕事のサポートのため、
ある範囲の情報、メディア、技
術アプリケーションを使用で
きる。

・�定型、非定型、複雑で数字を
しめしている、グラフィック
/ビジュアルデータを解釈した
り応用できる。

・�相当な適度の自律性を持って仕
事を行い、重要なレベルの責任
感を発揮する。

・�職場の他の人の行動に関連し
た判断同様に、割り当てられ
た資源において、それぞれマ
ネジメントの決定をすること
ができる。

・�責任をとったり説明責任を受け
入れたりする能力を証明できる。

・�非定型の仕事の分野を含む新し
い環境で、チームリーダシップ
を証明できる。

・�生涯学習に対して効果的に自
発的に従事し、それぞれ専門
的に共同して参加する。

・�関連する選択した状況の中で、
起業家精神を証明する。

・�地方、世界的に、多文化、バ
イリンガル、多民族なコミュ
ニティで働いたり勉強する能
力を証明できる。

・�専門的、倫理的、持続可能な
実践に従って、社会的な責任
を実行するための能力を証明
する。

・�持続可能な地方、グローバル
なコミュニティの発展に貢献
できる。

レベル4

・�学習者は、一般的理論 ､原則に関して幅広い知識を有し、
技術的、専門職業的、マネジメント分野でキャリアに繋
げることができる焦点をあてた学習 / ディシプリンの技
能を証明できる。

・�学習者は、生涯教育の追求に関心を示すことができる。
・�学習者は、適切な倫理的行動を約束し、グローバルな視

点で、国家的なアスピレーションに高い価値を置くこと
ができる。

・�分野 / ディシプリンの中で、異なる、複雑な定型、非定
型の仕事を引き受けるために幅広い範囲の複雑な技術、
理論的な知識や技能の構造的かつ包括的な理解を証明で
きる。

・�最低の管理下で、よく定型化された科目 / ディシプリン
/ 仕事の文脈で、一般的な概念や理論、経営上の原則を
示し、解釈し、応用し、評価できる。

・�非定型の性質の課題同様に、通常の、よく定型化された
種類の問題を解決できる。

・�求められた仕事を実行するた
め、限定された範囲で、実践
的技能、必要なツール、方法、
手続きを応用できる。

・�定型 / 非定型の仕事に関連し
て必要なものとして、実践や
過程に対して反映したり調整
できる。

・�仲間、専門家、非専門家を含む他
の人に対して、考え、情報、問題、
解決策を口頭で、書きながら、明
確にコミュニケートできる。

・�一個人または監督者、仲間、部
下とともにチームメンバーと
して効果的に影響を与えるこ
とができる。

・�母国語に加え、少なくとも、一
つの他の言語で高いレベルの
実力を証明できる。

・�仕事 / 学習と関連のあるデー
タを探したり、たどり着くよ
うにするのと同様に、仕事 /
学習をサポートするためにあ
る範囲のデジタルアプリケー
ションを使用できる。

・�定型、複雑で数字をしめして
いる、グラフィック / ビジュ
アルなデータを使用したり解
釈したりする技能を証明でき
る。

・�多様な文脈で行われた定型、
非定型の学習 / 仕事の活動に
おいて、幅広い指導や指示の
もと、重要な程度の個人的な
責任や自律性をもって仕事を
行う。

・�仕事の問題を運営するために、
多様なチームを先導したりマ
ネージメントしたりする。

・�継続教育のための自己改善の
動機付けや可能性を示すこと
ができる。

・�現実的なキャリアや職業的目
標を発揮する。

・�起業家精神と関連した活動を
調査し従事する。

・�地方や地域の幅広いコミュニ
ティ創設を導く専門的で市民
的な活動に関心を示したり、
参加する。

・�仕事環境で、組織化され、職
業的な倫理を理解したり従っ
たりする能力を証明できる。

・�地方、グローバルな仕事と社
会的な環境の文脈で、持続可
能な実践を応用するための能
力を証明できる。

レベル3

・�学習者は、中レベルでの事実や原則に関する基礎的な理論
的、技術的な知識を有する。

・�求められているように、オペレーション技能のバランス
がある。

・�関心や仕事の分野に適した特定の科目またはディシプリ
ンで継続学習を追及するという関心を示すことができる。

・�一つの追加された言語について、初歩的な実力の獲得
・�年齢に対応した市民としてのエンゲージメントとグロー

バルな問題の認識を証明できる。

・�よく定型化され、多様な定型仕事に取り組むため、科目
やディシプリンの重要な知識の範囲で、基礎的な原則、
理論、技能を述べることができる。

・�知識やなじみ深い解決や技能を予測可能な定型的な仕事
に関する問題に応用することができる。

・�管理の下、仕事 / 学習の分野
で、定型、いくつかの非定型
の仕事 / 問題を解決する（取
組む）ため、情報、適切な方
法、ツール、技術、資料を使
用しながら、組織化し、運用
し、実行できる。

・�個人または仲間、専門家、非
専門家といったチームとして、
考え、情報、問題、解決策を
効果的に、口頭で明確に、書
きながらコミュニケートでき
る。

・�母国に加えて、他の外国語少
なくとも一つ、初歩的な実力
を発達させることができる。

・�学習 / 仕事の科目と関連のあ
るデータを探したどり着くた
め、学習や仕事をサポートし
てくれる基本的なデジタル技
術アプリケーションを使用で
きる。

・�なじみ深く複雑ではない数字
をしめしているものやグラ
フィックデータを解釈し使用
することができる。

・�かなりの自律性や最小限の管
理で仕事をする能力を証明で
きる。

・�仕事 / 学習の文脈で他の人に
指導をすることができる。

・�アウトプットの質とインパク
トに対してかなりの責任を引
き受けることができる。

・�仕事/学習の成果に対する責任や
影響を引き受けることができる。

・�最小限の指導で、学習や継続
訓練を通じて、自己改善を始
めることができる。

・�マレーシアや ASEAN パート
ナーとして認識を示し、その
一般的な知識を示すことがで
きる。

・�起業家としての知識や技能の
基本的な理解を証明できる。

・�多様なマルチ文化的な文脈で、
特に仕事、学習の職業倫理に
従事した能力を証明できる。

レベル2

・�学習者は、責任のある倫理的な労働者として、よく定型
化された環境の元、仕事をするための事実に関する知識
や技能を有する。

・�生涯学習への約束と同様に継続学習に対する関心を証明
できる。

・�地方のコミュニティに従事するための技能を発展させる
ことができる。

・�ひとつの他の言語（英語等）の基本的な実力を発展でき
る。

・�多様な定型 / 非定型の仕事または学習に取り組むために
科目 / ディシプリンの事実に関する知識を述べたり証明
できる。

・�知識や技能を、よく定型化された定型的な仕事 / 学習に
応用することができる。

・�よく定型化された定型的な仕事や学習の中で、なじみ深
い解決を予測可能な問題を解決するために応用すること
ができる。

・�指導の下、大半は、通常の基
本的なツール、方法、資料を
使用しながら、よく定型化さ
れた仕事を計画し実行する能
力を証明できる。

・�限られた文脈の中で、なじみ
深い日常的な表現や単純な場
面で、コミュニケーションで
きる。

・�少なくとも母国語に加え他の
一つの言語について関心を表
現できる。

・�アクセスを可能にしたり、単
純なデータにたどりつけるよ
うな管理下で、与えられた一
連の仕事を実行するのに十分
な基本的アプリケーションや
デジタルツールを限定された
範囲で使用できる。

・�限定されたシンプルでなじみ
深い数字をしめしているもの
に関し、グラフィカルなデー
タで解釈することができる。

・�体系化された活動の中、一般
的な管理下で、限定された自
律性や相当なサポートを得な
がら、働くことができる。

・�チームで働くことができ、限
定された責任や説明責任を
もって、ほかの人とともに、意
見を交換したり、フィード
バックできる。

・�ガイダンスによる学習に対す
る責任感が生まれる。

・�仕事や個人的な行動、価値に
反映させるための能力を証明
できる。

・�仕事や学習の文脈で、いくつ
かの個人的な価値を応用する
能力を示すことができる。

・�他の文化や価値のあるシステ
ムに継続的にさらされること
により、文化の多様性を深め
ることができる。

・�政治的、社会的認識を高める。

レベル1

・�学習者は、基本的、基礎的、一般的知識・技能を有する。
・�指導のもと、基本的、非常に日常的なタスクを実行でき

る。
・�生涯学習、責任のある倫理感を有する労働者となるため

の準備
・�地方・国家的な制度同様にコミュニティを認識している。
・�自己を超えた世界への好奇心

・�非常に日常的で予測可能な仕事や学習をするため、狭い
範囲の科目 / 分野の単純、事実的、基本的な知識・技能
をいえる。

・�指導の下、よく定型化され、非常に日常的で予測可能な
仕事の文脈で基本的な知識を応用できる。

・�行動を反映したり改善するための能力を証明できる。

・�よく定型化された仕事のため、
多様な共通の基本的なツール
や資料を使用することにより、
単純な技能を証明できる。

・�限定された文脈の範囲で、な
じみ深い日常の表現や単純な
場面でコミュニケートするこ
とができる。

・�少なくとも、母国語に加えて、
一つの他の言語に関心を示す
ことができる。

・�基本的な数学的なツールを使
用するための能力を示すこと
ができる。

・�指導の下、与えられた仕事を
行うために十分な2・3の単純
で基本的なアプリケーション
を使用できる。

・�サポートを得つつ、かなり体
系化された活動 / 仕事に関し
て、直接的な指導のもと、働
くことができる。

・�個人で / チームで働く能力を
証明することができる。

・�助けやガイダンスの元、学習
のためのいくつかの義務を始
めることができる。

・�指導のもと、行われた仕事に
反映する能力を証明できる。

・�仕事あるいは学習の文脈下で、
いくつかの応用できる個人的
な価値を確認するための能力
を示すことができる。

・�社会の責任あるメンバーで自
分よりも他の文化に対する感
受性を示すことができる。
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水準/学歴 職業過程の要請 専門的知識 専門的技能 基礎的技能 責　　任

１　上級

初等卒＋

１年

事前の訓練を必要としない定常

的な反復作業に従事できるように

する。

一般的な取引の用語と言語によ

る指示の意味がわかり、理解でき

る。

定常的、反復的な作業を安全性が

保証された方法で実施できる。

読み書き、加算と減算、当人の金銭の管理、社会的宗教

的な多様性の知識、衛生と環境の知識。

なし。常に継続的な指示と密接な監督のもとで仕事をす

る。

２　中卒

応用への理解がほとんどない実務

的な仕事である、定常的な反復作

業に従事できるようにする。

材料、道具、応用の限られた知識

があり、作業と質の文脈を理解で

きる。

限られた文脈のもとで道具を選択

し使用することで、質を左右する

要因がない専門的作業を補助す

る限定されたサービス技能。

書面ないし口頭による伝言の送受、基礎的計算力、当人

の金銭の管理、社会的政治的宗教的な多様性の理解、衛

生と環境の理解。

なし。指示と密接な監督のもとで仕事をする。

３　中卒

＋１年

活動の範囲が限られた定型的で

予測可能な職務に従事できる。

雇用労働に適用される基本的な

事実、過程、原理。

狭い範囲の応用のもとで、実際

的、定型的、反復的な技能を示

し、思い出せる。

書面ないし口頭の最低限の明快さによる意思疎通、基礎

的計算力と数学の原理、銀行の利用、社会と自然環境の

基礎的理解。

密接な監督のもとで、自己の仕事に対する限定された範

囲の責任。

４　上級

中卒

習熟し、予測可能、定型的で、選

択が明確な状況のもとでの職務。

知識ないし学習の領域の、事実の

知識。

適切な規則と道具を用い、質の概

念を用いて、実際的技能、定型的

技能、狭い範囲の応用における反

復的な技能を示し、思い出せる。

書面ないし口頭で必要な明快さによって意思疎通する言

語技能、基礎的計算力と数学の原理についての技能、社

会・政治・自然環境の基礎的理解。

自己の仕事と学習に対する責任。

５　上級

中卒＋１

年

熟知した文脈における手順のはっ

きりした選択をともなう、よく発

達した技能を要する職務。

仕事ないし学習の領域の、事実、

原理、過程、一般的概念の知識。

基礎的な方法、道具、材料、情報

を選択して適用することにより、

業務を達成して課題を解決する

ために必要な、ある範囲の認知的

実際的な技能。

数学的技能、社会的政治的技能の理解、情報の収集と組

織化の若干の技能、意思疎通の望ましい技能。

自己の仕事と学習に対する責任と、他者の仕事と学習に

対する若干の責任。

６　上級

中卒＋２

年

広範囲の専門化された技術的技

能、明快な知識、標準的でない実

行課題を標準化することを含む、

幅広い活動の実行を必要とする

職務。

仕事ないし学習の領域の、幅広い

文脈における事実と理論の知識。

仕事または学習の領域の、特定の

課題を解決するために必要な認

知的実務的な技能。

ある程度まで良好な数学的な計算力、社会的政治的技能

の理解、データ収集の相当な水準の技能、論理的な意思

疎通の技能。

自己の仕事と学習に対する責任と、他者の仕事と学習に

対する全面的な責任。

７　学士

変化のある定型業務と定型的で

はない文脈を含む、広範囲を俯瞰

する専門化された理論的実際的

技能を必要とする職務。

仕事ないし学習の領域の、幅広い

文脈における事実と理論の知識。

仕事または学習の領域の、特定の

課題を解決するために必要な幅

広い認知的実務的な技能。

良好な論理的数学的技能、社会経済的技能、自然環境の

技能、情報の収集と組織化の良好な技能、意思疎通と提

案・口頭発表の技能。

集団の産出と、発展に対する完全な責任。

８　学士

＋１年

抽象的な課題を創造的に解決する包括的な認知的理論的な知識と実際的な技能。自己学習を実施し、知

的な独立性を示し、厳密な分析を行い、意思疎通を良好に行う技能。

予測不能な変化をともなう仕事／学習において管理と監督を実行し、自己と他者の成長に責任をもつ。

９　修士
先進的な知識と技能、対象に対する批判的な理解、精通していることと革新性の立証、相当な研究と学

位論文の完成。

予測不能な学習／仕事を含む複雑な技術的活動において意思決定に責任をもつ。

10　博士 研究と学識によって知識に独自な貢献を提供する高度な専門的知識と問題解決技能。 予測不能で複雑な状況の学習／仕事において戦略的決定に責任をもつ。

3-4．インドの学修成果マトリクス
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水準/学歴 職業過程の要請 専門的知識 専門的技能 基礎的技能 責　　任

１　上級

初等卒＋

１年

事前の訓練を必要としない定常

的な反復作業に従事できるように

する。

一般的な取引の用語と言語によ

る指示の意味がわかり、理解でき

る。

定常的、反復的な作業を安全性が

保証された方法で実施できる。

読み書き、加算と減算、当人の金銭の管理、社会的宗教

的な多様性の知識、衛生と環境の知識。

なし。常に継続的な指示と密接な監督のもとで仕事をす

る。

２　中卒

応用への理解がほとんどない実務

的な仕事である、定常的な反復作

業に従事できるようにする。

材料、道具、応用の限られた知識

があり、作業と質の文脈を理解で

きる。

限られた文脈のもとで道具を選択

し使用することで、質を左右する

要因がない専門的作業を補助す

る限定されたサービス技能。

書面ないし口頭による伝言の送受、基礎的計算力、当人

の金銭の管理、社会的政治的宗教的な多様性の理解、衛

生と環境の理解。

なし。指示と密接な監督のもとで仕事をする。

３　中卒

＋１年

活動の範囲が限られた定型的で

予測可能な職務に従事できる。

雇用労働に適用される基本的な

事実、過程、原理。

狭い範囲の応用のもとで、実際

的、定型的、反復的な技能を示

し、思い出せる。

書面ないし口頭の最低限の明快さによる意思疎通、基礎

的計算力と数学の原理、銀行の利用、社会と自然環境の

基礎的理解。

密接な監督のもとで、自己の仕事に対する限定された範

囲の責任。

４　上級

中卒

習熟し、予測可能、定型的で、選

択が明確な状況のもとでの職務。

知識ないし学習の領域の、事実の

知識。

適切な規則と道具を用い、質の概

念を用いて、実際的技能、定型的

技能、狭い範囲の応用における反

復的な技能を示し、思い出せる。

書面ないし口頭で必要な明快さによって意思疎通する言

語技能、基礎的計算力と数学の原理についての技能、社

会・政治・自然環境の基礎的理解。

自己の仕事と学習に対する責任。

５　上級

中卒＋１

年

熟知した文脈における手順のはっ

きりした選択をともなう、よく発

達した技能を要する職務。

仕事ないし学習の領域の、事実、

原理、過程、一般的概念の知識。

基礎的な方法、道具、材料、情報

を選択して適用することにより、

業務を達成して課題を解決する

ために必要な、ある範囲の認知的

実際的な技能。

数学的技能、社会的政治的技能の理解、情報の収集と組

織化の若干の技能、意思疎通の望ましい技能。

自己の仕事と学習に対する責任と、他者の仕事と学習に

対する若干の責任。

６　上級

中卒＋２

年

広範囲の専門化された技術的技

能、明快な知識、標準的でない実

行課題を標準化することを含む、

幅広い活動の実行を必要とする

職務。

仕事ないし学習の領域の、幅広い

文脈における事実と理論の知識。

仕事または学習の領域の、特定の

課題を解決するために必要な認

知的実務的な技能。

ある程度まで良好な数学的な計算力、社会的政治的技能

の理解、データ収集の相当な水準の技能、論理的な意思

疎通の技能。

自己の仕事と学習に対する責任と、他者の仕事と学習に

対する全面的な責任。

７　学士

変化のある定型業務と定型的で

はない文脈を含む、広範囲を俯瞰

する専門化された理論的実際的

技能を必要とする職務。

仕事ないし学習の領域の、幅広い

文脈における事実と理論の知識。

仕事または学習の領域の、特定の

課題を解決するために必要な幅

広い認知的実務的な技能。

良好な論理的数学的技能、社会経済的技能、自然環境の

技能、情報の収集と組織化の良好な技能、意思疎通と提

案・口頭発表の技能。

集団の産出と、発展に対する完全な責任。

８　学士

＋１年

抽象的な課題を創造的に解決する包括的な認知的理論的な知識と実際的な技能。自己学習を実施し、知

的な独立性を示し、厳密な分析を行い、意思疎通を良好に行う技能。

予測不能な変化をともなう仕事／学習において管理と監督を実行し、自己と他者の成長に責任をもつ。

９　修士
先進的な知識と技能、対象に対する批判的な理解、精通していることと革新性の立証、相当な研究と学

位論文の完成。

予測不能な学習／仕事を含む複雑な技術的活動において意思決定に責任をもつ。

10　博士 研究と学識によって知識に独自な貢献を提供する高度な専門的知識と問題解決技能。 予測不能で複雑な状況の学習／仕事において戦略的決定に責任をもつ。
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EQGC

レベル
教育プログラム

資格または

学習内容
知識 技能 態度

現場の文脈における

知識・技能・態度の応用

組織内での役割

ポジションイメージ

アンケート

項目レベル

7 MBA

大学院修士（経営

学・経済学・商学） 中小企業診断士

税理士・公認会計士

①�経営資源（ヒト、モノ、カネ、情

報）に関する最新の専門知識を有し

ている

②�専門分野（経営学・経済学・商学

等）に関する高度な理論的知識を有

している

①�組織のマネジメントについての企

画・立案や適切な意思決定ができる

②�専門分野（経営学・経済学・商学

等）についての実証的な方法を使う

ことができる

①�企業等の経営における、高度な倫理観

及び対人関係形成能力を身につけてい

る

②�マーケットとビジネスに精通した企業

人、起業家としてのマインドを持って

いる

①�経済社会に柔軟に対応するための構想

力、表現力を身につけている

経営管理職 5

6 大学（経営学・経済

学・商学）

日商簿記１級 ①�専門分野（経営学・経済学・商学

等）に関する理論的知識を有してい

る

②�専門分野以外の幅広い教養を有して

いる

③�専門分野（経営学・経済学・商学

等）に関する理論・方法について、

批判的な理解力を有している

④�組織（企業等）の運営に関する体系

的な知識を有している

⑤�ビジネスとマネジメントに関する体

系的な知識を有している

⑥�財務意思決定にかかる体系的な知識

を有している

⑦�プロデュース、ブランディングな

ど、企画立案のための包括的な知識

を有している

①�組織、部署等のマネジメントをする

ことができる

②�特定の経営課題を発見し、文献や

データを収集分析し、対処方法を提

案できる

①�現場での運営に関し、責任を負ってい

ることを自覚し、実行責任、説明責任、

結果責任を果たそうと心がけている

②�市場や環境の変化に対応できるように、

常に情報収集を心がけている

③�社会の一員として地域や社会の発展に

貢献するために主体的かつ協調的に行

動している

①�現場の責任者として、組織内外におい

てコミュニケーションを図りながら交

渉ができる

②�現場の責任者として、多様な組織の中

で多くの人々と協働しながら目的を達

成することができる

③�現場の責任者として、生産性を向上す

るためにPDCAに基づく業務を遂行して

いる

経営企画職

マネージャー

現場責任者

4

5 短大（商学経済学）

or

専門学校2年課程以

上（商業実務関係）

ビジネス実務士

日商簿記２級

IT パスポート試験

MOS エキスパート

販売士２級

①�ビジネスとマネジメントの理論に関

する基本的な理解を有している

②�ビジネスに必要な倫理や法規等の基

本的な知識を有している

③�財務諸表の数字から経営内容を把握

する基礎的な知識を有している

④�マーケティング（広告、販売促進

等）の体系的な知識を有している

⑤�店舗・売場をマネジメントするため

の包括的な知識を有している

①�財務諸表の内容を理解することがで

きる

②�情報活用ルールに応じた適切な情報

収集や発信ができる

③�パソコンを使ってビジネスデータを

加工・集計することができる

④�店舗・売場を運営することができる

①�所属する部署において積極的にリー

ダーシップを取るようにしている

②�業務上、臨機応変な対応を創意工夫し、

遂行している

③�プレッシャーの中で力を発揮するメン

タルの強さを持っている

④�顧客ニーズを捉え、業務を遂行するよ

うにしている

① �PDCA の重要性を理解し、現場に適用す

ることができる

②�ビジネス実務知識・スキルを活用して

ビジネス実務に粘り強く取組むことが

できる

③�現場の文脈から業務遂行に必要な学び

を継続することができる

④�職場のリーダーとして、後輩・部下の

指導ができる

⑤�非定型の業務において、自律的に遂行

することができる

⑥�仕事の段取りをデザインすることがで

きる

a. 短大サブリーダー

or

ｂ . 専門学校

スペシャリスト

事務・販売・営業系

3

4 専門学校1年課程

（商業実務関係）

日商簿記３級

MOSスペシャリスト

販売士３級

サービス接遇準1級

①�経理関連書類の適切な処理の基本

的な知識（青色申告書類の作成な

ど）を有している

②�仕事に応じた適切なアプリケーショ

ンソフトを活用する知識を有してい

る

③�マーケティング（広告、販売促進

等）の基本的な考え方や知識を有し

ている

④�販売担当として必要な基本的な知識

（接客や売場づくりなど）を有して

いる

①�貸借対照表、損益計算書を作成でき

る

②�ビジネス文書・資料作成のためのソ

フトウェアを適切に活用できる

③�ファイリングを含めた文書管理がで

きる

④�状況に応じた接客や接遇ができる

⑤�時間を管理することができる

①�正しい敬語を用い、感じの良い話し方

を心がけている

②�報告・連絡・相談を状況に応じて適切

に行っている

③�任された業務は最後まで責任をもって

やり遂げることを自覚している

①�上司の指示を仰ぎながら、非定型の業

務を遂行することができる

②�定型業務において、創意工夫をしなが

ら業務を遂行することができる

一般職スタッフ

シニアスタッフ

事務・販売・営業系

2

3 高校（商業） 日商簿記初級

全商簿記検定

全商情報処理

（ビジネス情報部門）

①�簿記の基礎的な仕組みを理解してい

る

②�商業・ビジネスに関する基礎的な知

識を理解している

③�ＩＴに関する基礎的な知識・使い

方を理解している

①�複式簿記の仕分けができる

②�ワードやエクセルの簡単な操作がで

きる

③�定型的なビジネス文書を作成できる

④�基本的な接客や接遇ができる

⑤�論理的に考えることができる

①�挨拶や返事など基本的なコミュニケー

ションをとっている

②�基礎知識をもとに、指示に従って仕事

に取り組んでいる

③�生涯学び続ける姿勢を持っている

①�上司の監督下で、決められた手順に従

い、業務を遂行できる

一般職スタッフ

（職種問わず）

1

2019.1.17（ビジネス分科会委員：亀野　淳、吉本　圭一、江藤　智佐子、古田　克利、清崎　昭紀、椿　明美、中濱　雄一郎、古賀　正博、和田　佳子）
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EQGC

レベル
教育プログラム

資格または

学習内容
知識 技能 態度

現場の文脈における

知識・技能・態度の応用

組織内での役割

ポジションイメージ

アンケート

項目レベル

7 MBA

大学院修士（経営

学・経済学・商学） 中小企業診断士

税理士・公認会計士

①�経営資源（ヒト、モノ、カネ、情

報）に関する最新の専門知識を有し

ている

②�専門分野（経営学・経済学・商学

等）に関する高度な理論的知識を有

している

①�組織のマネジメントについての企

画・立案や適切な意思決定ができる

②�専門分野（経営学・経済学・商学

等）についての実証的な方法を使う

ことができる

①�企業等の経営における、高度な倫理観

及び対人関係形成能力を身につけてい

る

②�マーケットとビジネスに精通した企業

人、起業家としてのマインドを持って

いる

①�経済社会に柔軟に対応するための構想

力、表現力を身につけている

経営管理職 5

6 大学（経営学・経済

学・商学）

日商簿記１級 ①�専門分野（経営学・経済学・商学

等）に関する理論的知識を有してい

る

②�専門分野以外の幅広い教養を有して

いる

③�専門分野（経営学・経済学・商学

等）に関する理論・方法について、

批判的な理解力を有している

④�組織（企業等）の運営に関する体系

的な知識を有している

⑤�ビジネスとマネジメントに関する体

系的な知識を有している

⑥�財務意思決定にかかる体系的な知識

を有している

⑦�プロデュース、ブランディングな

ど、企画立案のための包括的な知識

を有している

①�組織、部署等のマネジメントをする

ことができる

②�特定の経営課題を発見し、文献や

データを収集分析し、対処方法を提

案できる

①�現場での運営に関し、責任を負ってい

ることを自覚し、実行責任、説明責任、

結果責任を果たそうと心がけている

②�市場や環境の変化に対応できるように、

常に情報収集を心がけている

③�社会の一員として地域や社会の発展に

貢献するために主体的かつ協調的に行

動している

①�現場の責任者として、組織内外におい

てコミュニケーションを図りながら交

渉ができる

②�現場の責任者として、多様な組織の中

で多くの人々と協働しながら目的を達

成することができる

③�現場の責任者として、生産性を向上す

るためにPDCAに基づく業務を遂行して

いる

経営企画職

マネージャー

現場責任者

4

5 短大（商学経済学）

or

専門学校2年課程以

上（商業実務関係）

ビジネス実務士

日商簿記２級

IT パスポート試験

MOS エキスパート

販売士２級

①�ビジネスとマネジメントの理論に関

する基本的な理解を有している

②�ビジネスに必要な倫理や法規等の基

本的な知識を有している

③�財務諸表の数字から経営内容を把握

する基礎的な知識を有している

④�マーケティング（広告、販売促進

等）の体系的な知識を有している

⑤�店舗・売場をマネジメントするため

の包括的な知識を有している

①�財務諸表の内容を理解することがで

きる

②�情報活用ルールに応じた適切な情報

収集や発信ができる

③�パソコンを使ってビジネスデータを

加工・集計することができる

④�店舗・売場を運営することができる

①�所属する部署において積極的にリー

ダーシップを取るようにしている

②�業務上、臨機応変な対応を創意工夫し、

遂行している

③�プレッシャーの中で力を発揮するメン

タルの強さを持っている

④�顧客ニーズを捉え、業務を遂行するよ

うにしている

① �PDCA の重要性を理解し、現場に適用す

ることができる

②�ビジネス実務知識・スキルを活用して

ビジネス実務に粘り強く取組むことが

できる

③�現場の文脈から業務遂行に必要な学び

を継続することができる

④�職場のリーダーとして、後輩・部下の

指導ができる

⑤�非定型の業務において、自律的に遂行

することができる

⑥�仕事の段取りをデザインすることがで

きる

a. 短大サブリーダー

or

ｂ . 専門学校

スペシャリスト

事務・販売・営業系

3

4 専門学校1年課程

（商業実務関係）

日商簿記３級

MOSスペシャリスト

販売士３級

サービス接遇準1級

①�経理関連書類の適切な処理の基本

的な知識（青色申告書類の作成な

ど）を有している

②�仕事に応じた適切なアプリケーショ

ンソフトを活用する知識を有してい

る

③�マーケティング（広告、販売促進

等）の基本的な考え方や知識を有し

ている

④�販売担当として必要な基本的な知識

（接客や売場づくりなど）を有して

いる

①�貸借対照表、損益計算書を作成でき

る

②�ビジネス文書・資料作成のためのソ

フトウェアを適切に活用できる

③�ファイリングを含めた文書管理がで

きる

④�状況に応じた接客や接遇ができる

⑤�時間を管理することができる

①�正しい敬語を用い、感じの良い話し方

を心がけている

②�報告・連絡・相談を状況に応じて適切

に行っている

③�任された業務は最後まで責任をもって

やり遂げることを自覚している

①�上司の指示を仰ぎながら、非定型の業

務を遂行することができる

②�定型業務において、創意工夫をしなが

ら業務を遂行することができる

一般職スタッフ

シニアスタッフ

事務・販売・営業系

2

3 高校（商業） 日商簿記初級

全商簿記検定

全商情報処理

（ビジネス情報部門）

①�簿記の基礎的な仕組みを理解してい

る

②�商業・ビジネスに関する基礎的な知

識を理解している

③�ＩＴに関する基礎的な知識・使い

方を理解している

①�複式簿記の仕分けができる

②�ワードやエクセルの簡単な操作がで

きる

③�定型的なビジネス文書を作成できる

④�基本的な接客や接遇ができる

⑤�論理的に考えることができる

①�挨拶や返事など基本的なコミュニケー

ションをとっている

②�基礎知識をもとに、指示に従って仕事

に取り組んでいる

③�生涯学び続ける姿勢を持っている

①�上司の監督下で、決められた手順に従

い、業務を遂行できる

一般職スタッフ

（職種問わず）

1
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【教育】

学位・資格のレベル

学修成果 －職業コンピテンシー 【職業】

各レベルの目標となる

職業的役割知識 技能 態度 応用（現場の文脈）

8 博士または同等以上

最先端の ICT 技術に関する高度な知識や、幅広い分野や社会

的ニーズに関する知識を有している

システム開発の対象となる業務にて、プロジェクトマネー

ジャーや ICT スペシャリストとして、プロジェクトマネジメ

ントに関する高度な知識を有している

自社や業界を俯瞰でき、課題 ･ リスク等を分析し、対策を立

案 ･実施できる高次の能力をもっている

ICT 技術を活用した高付加価値創造を実行するために、社内

外のチームをまとめ、プロジェクトを遂行できる

チームの推進するべきプロジェクトの方向性を示し、チーム

の理解と行動を促すことができる

新しく高い付加価値創造・創造的革新的取り組みに、果敢に挑戦

し、実行できる

（高い職業倫理と公正な態度も持ちつつ、新しい取り組みの社会的

･企業的リスクも的確に判断し、対応することが出来る）

高度な倫理観・理解力・構想力・表現力及び対人関係形成能力を

身につけている。

ICT を活用して高い付加価値 ･イノベーションを創造できる

ICT技術を活用して、これまでの慣習にとらわれることなく創造力

豊かな発想で取り組むことができる

経済社会に柔軟に対応でき、かつ、高い倫理観と高度な専門知識

を身に付けている

IT 職種

高度 ICT 人材

（プロジェクトマネージャークラス)

7a

修士課程

学士＋就業経験

（5年程度）

システム開発の対象となる業務にて、チームリーダとしてプ

ロジェクトマネジメントに関する知識、業務知識を有してい

る

チームリーダとして導入したシステムの運用管理計画、保守

技術、システム監査技法に関する知識を有している

プロジェクトマネジメント上での発生するシステム開発上の

諸問題、顧客との諸問題に対処できる。

プロジェクトマネジメント手法を活用し、システム開発業務

について「納期」を意識してチーム運営できる。

開発するシステムに関する顧客のニーズを分析・提案する事

ができる。

現場での運営に関し、責任を負っていることを自覚し、実行責任、

説明責任、結果責任を果たそうと心がけている。

社会の一員として地域や社会の発展に貢献するために主体的かつ

協調的に行動している。

他職種スタッフに積極的に働きかけ、高品質な IT システム提供に

向けての連携を主導する

設計書やシステム開発に関する品質を評価し、それぞれで革新の

取り組みを主導する

開発業務を通じて、プロジェクトや顧客のビジネスの問題点を発

見し、自発的にその改善・解決に取り組む

現場の責任者として、組織内外においてコミュニケーションを図

りながら交渉ができる。

IT 職種

リーダー

プロジェクト・マネージャー

7b 専門職学位

アプリケーション開発手法、コンピュータアーキテクチャ、

ネットワーク、データベース、セキュリティなどの高度な専

門技術動向に関する知識を有している

担当する領域における専門性に応じた高度なシステム構築を

実践することができる

自身の専門領域（システム開発、ネットワーク、データベー

ス等）の最新動向を知った上で、それを活用して技術的問題

解決を実践することができる

開発システムのなかで自身の専門領域について結果に責任を持つ

技術動向や環境の変化に対応できるように、常に情報収集を心が

けている。

現場の責任者として、多様な組織の中で多くの人々と協働しなが

ら目的を達成することができる。

現場の責任者として、生産性を向上するために PDCA に基づく業務

を遂行している。

幅広い教養と専門分野の基礎となる実践的な知識を身につけ、現

場で活用することができる。

IT 職種

スペシャリスト

6a 学士（四年制大卒）

情報科学に関する知識を有している

複数の領域にまたがる概念（情報科学以外）を理解している

基盤となる応用数学の知識を有している

専門知識の原理をシステム設計に反映できる 開発現場を明るく活気のある場にするための工夫や改善に率先し

て取り組む

所属する部署において、積極的にリーダーシップを取るようにし

ている。

業務上臨機応変な対応を創意工夫し、遂行している。

後輩エンジニアの業務遂行に助言ができる

専門知識の原理を現実の課題解決につなげることができる

中間管理職（IT 職種経験済み）

6b 高度専門

システム開発の対象となるクライアント側の業務に関する業

務知識、問題解決手法に関する知識を有している

システムを導入するネットワーク環境の設計やネットワーク

システムの運用・保守・管理、セキュリティ対策に関する知

識を有している

データベースの要件定義、データベース設計に関する知識、

データベースマネジメントシステム（DBMS）の運用に関する

知識を有している

アプリケーション方式設計手法やフレームワーク要素技術、

オブジェクト指向技術、プラットフォーム技術に関する知識

を有している

クライアントの業務改善に寄与するシステムを設計できる。

セキュリティに配慮した Web システムを設計できる。

データベース構造を設計し、利活用した業務システムを設計

できる。

担当する領域における専門性に応じた、メンテナンス性の高

い応用的システムを設計・実装できる。

アプリケーション共通基盤やプラットフォーム製品の最新技

術を活用して、技術的問題を解決することができる

定型業務について、自律的な判断に基づき責任を持って遂行する

非定型業務について、必要に応じ、指示を仰ぎながら遂行する 

顧客ニーズを捉え、業務を遂行するようにしている。

PDCA の重要性を理解し、現場に適用することができる。

実務知識・スキルを活用して実務に粘り強く取り組むことができ

る

現場の文脈から業務遂行に必要な学びを継続することができる

職場のチームリーダーとして、後輩・部下の指導ができる。

非定型の業務において、自律的に遂行することができる。
IT 職種

主任・サブリーダー

5a
短期大学士、準学士

（短大情報系）

ビジネスとマネジメントの理論に関する基本的な理解を有し

ている。

OS やデータベースの製品特徴を説明できる。

ハードウェア、ソフトウェア、データベースといったコン

ピュータシステムの役割について説明できる。

チームワーク、情報伝達、論理的思考等の基本的資質を発揮する

事ができる
情報に関する最低限の知識を

持ったユーザー側のスタッフ

5b
専門士

（情報系二年制・職業実践専門課程）

システム開発を行う上での責任と範囲、役割について理解し、

手順に沿ってシステム開発を行うことの重要性を理解している

システム開発に関する設計書の見方・書き方とプログラミン

グ言語での実装方法についての基本的な知識を有している

システム開発に関する基本的な知識（レベル１と共通した項

目）について理解し、関連する知識を有している

開発手順に沿って、設計書を元に Webシステムを開発できる。

設計書を元にデータベースを利用したシステムを開発できる。

作業工程に合ったテストを実施し、システムの品質を高める

ことができる。

テクノロジー系の基本的な要素の技能を有し（プログラム・

データベース・設計書）、システム開発を行う上で基本的なプ

ログラムに関する設計書を作成できる

定型業務を決められた手順に従い遂行する

システム開発に関する技術動向に常に関心を持っている。

技術チームメンバとして上位者の指導の下に作業を行う事ができ

る

上司の指示を仰ぎながら、非定型の業務を遂行することができる。

定型業務において、創意工夫をしながら業務を遂行することがで

きる。

IT 職種

スタッフ・チームメンバー

4
専門学校1年制

高校専攻科

システム開発に関する初歩的な知識（細目下記）を有している

ITSS レベル１・２共通知識・スキル項目

◆テクノロジ系

●基礎理論●アルゴリズムとプログラミング●コンピュータ

構成要素●システム構成要素●ソフトウェア●ハードウェア

●ヒューマンインタフェース●マルチメディア●データベー

ス●ネットワーク●セキュリティ●システム開発技術●ソフ

トウェア開発管理技術

◆マネジメント系

●プロジェクトマネジメント●サービスマネジメント●シス

テム監査

◆ストラテジ系

●システム戦略●システム企画●経営戦略マネジメント●技術

戦略マネジメント●ビジネスインダストリ●企業活動●法務●

リーダーシップ●コミュニケーション●ネゴシエーション

テクノロジー系の基礎的な技能を有し、基礎的なプログラム

を作成することができる。

正しい敬語を用い、感じの良い話し方を心がけている。

報告・連絡・相談を状況に応じて適切に使っている。

任された業務は最後まで責任をもってやり遂げることを自覚して

いる。

上司の監督下で、決められた手順に従い、業務を遂行することが

できる。

職種不問

情報技術に携わる者に最低限

必要な基礎知識を有する。

（ITSS のレベル１）

IT パスポート

3
高校卒、専修学校高等課程3年修

了、または高専3年までの単位修得

情報に関する入門的知識 パソコンを使うことができる
IT の専門性を有していない職種

4-2．IT 分野の学修成果マトリクス
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【教育】

学位・資格のレベル

学修成果 －職業コンピテンシー 【職業】

各レベルの目標となる

職業的役割知識 技能 態度 応用（現場の文脈）

8 博士または同等以上

最先端の ICT 技術に関する高度な知識や、幅広い分野や社会

的ニーズに関する知識を有している

システム開発の対象となる業務にて、プロジェクトマネー

ジャーや ICT スペシャリストとして、プロジェクトマネジメ

ントに関する高度な知識を有している

自社や業界を俯瞰でき、課題 ･ リスク等を分析し、対策を立

案 ･実施できる高次の能力をもっている

ICT 技術を活用した高付加価値創造を実行するために、社内

外のチームをまとめ、プロジェクトを遂行できる

チームの推進するべきプロジェクトの方向性を示し、チーム

の理解と行動を促すことができる

新しく高い付加価値創造・創造的革新的取り組みに、果敢に挑戦

し、実行できる

（高い職業倫理と公正な態度も持ちつつ、新しい取り組みの社会的

･企業的リスクも的確に判断し、対応することが出来る）

高度な倫理観・理解力・構想力・表現力及び対人関係形成能力を

身につけている。

ICT を活用して高い付加価値 ･イノベーションを創造できる

ICT技術を活用して、これまでの慣習にとらわれることなく創造力

豊かな発想で取り組むことができる

経済社会に柔軟に対応でき、かつ、高い倫理観と高度な専門知識

を身に付けている

IT 職種

高度 ICT 人材

（プロジェクトマネージャークラス)

7a

修士課程

学士＋就業経験

（5年程度）

システム開発の対象となる業務にて、チームリーダとしてプ

ロジェクトマネジメントに関する知識、業務知識を有してい

る

チームリーダとして導入したシステムの運用管理計画、保守

技術、システム監査技法に関する知識を有している

プロジェクトマネジメント上での発生するシステム開発上の

諸問題、顧客との諸問題に対処できる。

プロジェクトマネジメント手法を活用し、システム開発業務

について「納期」を意識してチーム運営できる。

開発するシステムに関する顧客のニーズを分析・提案する事

ができる。

現場での運営に関し、責任を負っていることを自覚し、実行責任、

説明責任、結果責任を果たそうと心がけている。

社会の一員として地域や社会の発展に貢献するために主体的かつ

協調的に行動している。

他職種スタッフに積極的に働きかけ、高品質な IT システム提供に

向けての連携を主導する

設計書やシステム開発に関する品質を評価し、それぞれで革新の

取り組みを主導する

開発業務を通じて、プロジェクトや顧客のビジネスの問題点を発

見し、自発的にその改善・解決に取り組む

現場の責任者として、組織内外においてコミュニケーションを図

りながら交渉ができる。

IT 職種

リーダー

プロジェクト・マネージャー

7b 専門職学位

アプリケーション開発手法、コンピュータアーキテクチャ、

ネットワーク、データベース、セキュリティなどの高度な専

門技術動向に関する知識を有している

担当する領域における専門性に応じた高度なシステム構築を

実践することができる

自身の専門領域（システム開発、ネットワーク、データベー

ス等）の最新動向を知った上で、それを活用して技術的問題

解決を実践することができる

開発システムのなかで自身の専門領域について結果に責任を持つ

技術動向や環境の変化に対応できるように、常に情報収集を心が

けている。

現場の責任者として、多様な組織の中で多くの人々と協働しなが

ら目的を達成することができる。

現場の責任者として、生産性を向上するために PDCA に基づく業務

を遂行している。

幅広い教養と専門分野の基礎となる実践的な知識を身につけ、現

場で活用することができる。

IT 職種

スペシャリスト

6a 学士（四年制大卒）

情報科学に関する知識を有している

複数の領域にまたがる概念（情報科学以外）を理解している

基盤となる応用数学の知識を有している

専門知識の原理をシステム設計に反映できる 開発現場を明るく活気のある場にするための工夫や改善に率先し

て取り組む

所属する部署において、積極的にリーダーシップを取るようにし

ている。

業務上臨機応変な対応を創意工夫し、遂行している。

後輩エンジニアの業務遂行に助言ができる

専門知識の原理を現実の課題解決につなげることができる

中間管理職（IT 職種経験済み）

6b 高度専門

システム開発の対象となるクライアント側の業務に関する業

務知識、問題解決手法に関する知識を有している

システムを導入するネットワーク環境の設計やネットワーク

システムの運用・保守・管理、セキュリティ対策に関する知

識を有している

データベースの要件定義、データベース設計に関する知識、

データベースマネジメントシステム（DBMS）の運用に関する

知識を有している

アプリケーション方式設計手法やフレームワーク要素技術、

オブジェクト指向技術、プラットフォーム技術に関する知識

を有している

クライアントの業務改善に寄与するシステムを設計できる。

セキュリティに配慮した Web システムを設計できる。

データベース構造を設計し、利活用した業務システムを設計

できる。

担当する領域における専門性に応じた、メンテナンス性の高

い応用的システムを設計・実装できる。

アプリケーション共通基盤やプラットフォーム製品の最新技

術を活用して、技術的問題を解決することができる

定型業務について、自律的な判断に基づき責任を持って遂行する

非定型業務について、必要に応じ、指示を仰ぎながら遂行する 

顧客ニーズを捉え、業務を遂行するようにしている。

PDCA の重要性を理解し、現場に適用することができる。

実務知識・スキルを活用して実務に粘り強く取り組むことができ

る

現場の文脈から業務遂行に必要な学びを継続することができる

職場のチームリーダーとして、後輩・部下の指導ができる。

非定型の業務において、自律的に遂行することができる。
IT 職種

主任・サブリーダー

5a
短期大学士、準学士

（短大情報系）

ビジネスとマネジメントの理論に関する基本的な理解を有し

ている。

OS やデータベースの製品特徴を説明できる。

ハードウェア、ソフトウェア、データベースといったコン

ピュータシステムの役割について説明できる。

チームワーク、情報伝達、論理的思考等の基本的資質を発揮する

事ができる
情報に関する最低限の知識を

持ったユーザー側のスタッフ

5b
専門士

（情報系二年制・職業実践専門課程）

システム開発を行う上での責任と範囲、役割について理解し、

手順に沿ってシステム開発を行うことの重要性を理解している

システム開発に関する設計書の見方・書き方とプログラミン

グ言語での実装方法についての基本的な知識を有している

システム開発に関する基本的な知識（レベル１と共通した項

目）について理解し、関連する知識を有している

開発手順に沿って、設計書を元に Webシステムを開発できる。

設計書を元にデータベースを利用したシステムを開発できる。

作業工程に合ったテストを実施し、システムの品質を高める

ことができる。

テクノロジー系の基本的な要素の技能を有し（プログラム・

データベース・設計書）、システム開発を行う上で基本的なプ

ログラムに関する設計書を作成できる

定型業務を決められた手順に従い遂行する

システム開発に関する技術動向に常に関心を持っている。

技術チームメンバとして上位者の指導の下に作業を行う事ができ

る

上司の指示を仰ぎながら、非定型の業務を遂行することができる。

定型業務において、創意工夫をしながら業務を遂行することがで

きる。

IT 職種

スタッフ・チームメンバー

4
専門学校1年制

高校専攻科

システム開発に関する初歩的な知識（細目下記）を有している

ITSS レベル１・２共通知識・スキル項目

◆テクノロジ系

●基礎理論●アルゴリズムとプログラミング●コンピュータ

構成要素●システム構成要素●ソフトウェア●ハードウェア

●ヒューマンインタフェース●マルチメディア●データベー

ス●ネットワーク●セキュリティ●システム開発技術●ソフ

トウェア開発管理技術

◆マネジメント系

●プロジェクトマネジメント●サービスマネジメント●シス

テム監査

◆ストラテジ系

●システム戦略●システム企画●経営戦略マネジメント●技術

戦略マネジメント●ビジネスインダストリ●企業活動●法務●

リーダーシップ●コミュニケーション●ネゴシエーション

テクノロジー系の基礎的な技能を有し、基礎的なプログラム

を作成することができる。

正しい敬語を用い、感じの良い話し方を心がけている。

報告・連絡・相談を状況に応じて適切に使っている。

任された業務は最後まで責任をもってやり遂げることを自覚して

いる。

上司の監督下で、決められた手順に従い、業務を遂行することが

できる。

職種不問

情報技術に携わる者に最低限

必要な基礎知識を有する。

（ITSS のレベル１）

IT パスポート

3
高校卒、専修学校高等課程3年修

了、または高専3年までの単位修得

情報に関する入門的知識 パソコンを使うことができる
IT の専門性を有していない職種
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水準
想定学校・

コース
資　格

（調理に関わる）知識

（調理に関わる）技能 態度・姿勢 応用

組織内での役割・

ポジション

イメージ
①食生活と健康

（公衆衛生）
②食品と栄養の特性 ③食品の安全と衛生 ④調理理論と食文化 ⑤サービス・経営

7

調理師

①�業務に必要な基本的

な法令、労働基準法

等を充分に理解して

いる。

②�食生活と健康の関連

について、知識指導

ができる。

①�業務で使用する

食材について、

専門的知識を有

し、監督者レベ

ルに対する知識

教育を行うこと

ができる。

②�業務で使用する

食材以外にも、幅

広い知識をもっ

ている。

③�ライフステージ

や疾患に関連す

る栄養について

も理解している。

④�食事を提供する

対象者の状態に

合わせた栄養的

にバランスのと

れた献立作成が

できる。

①�衛生的な調理に関わ

る調理方法、施設管

理など全般的な知識

を有し、監督者レベ

ルに対する知識教育

を行うことができ

る。

①�業務に関係する

調理法について

専門的知識を有

しており、監督

者レベルに対す

る知識教育を行

うことができる。

②�業務で使用する

食材、器具に関

する知識以外に

も調理分野に関

する幅広い知識

をもっている。

③�業務に関係する

食・料理分野全

般において、幅

広い知識がある。

①�料理のサービスにつ

いての知識・技術を

有し、指導が行なえ

る。

②�店舗経営のための専

門的知識を有し、管

理監督ができる。

①�業務で使用する調理

技術が完全に身につ

いている。監督者レ

ベルに対する技術指

導ができる。

②�チームの技術的な課

題を発見し、その克

服ができる。

①�総合的な見地に立っ

て判断ができる。

①�通常の業務におい

て、専門的で高度な

知識を活かし、問題

点・課題の解決がで

きる。

②�現場スタッフの業務

に対し技術等の専門

的評価ができる。

③�高品質なサービスの

提供に向けて現場監

督者を含めたスタッ

フの指揮・命令がで

きる。

④�監督者レベルに対す

るスタッフ指導がで

きる。

調理責任者

6

大学

専門職大学

①�調理師の業務に

かかわる法律に

ついての知識が

ある。

②�食生活に関係す

る疾病（生活習

慣病等）につい

ての知識がある。

③�生活環境と食生

活のかかわりに

ついて知識があ

る。

①�基礎的な衛生の知識

を有し、事例に応じ

て適切に対応でき、

必要に応じて調理ス

タッフレベルに対す

る教育ができる。

②�クックチル、HACCP

等のより衛生的な調

理システムの手法や

特徴についての知識

がある。

①�業務上の調理におい

て、好ましい調理法

（適切な器具、手順、

操作方法）を充分に

理解しており、必要

に応じて調理スタッ

フレベルに対する教

育ができる。

②�食材、調理器具に関

する知識を完全に定

着させている。

③�食・料理全般におい

て、幅広い知識があ

る。

①�料理のサービスにお

いて、料理の種類や

状況に応じて適切に

対応ができる。

②�店舗経営に関連する

管理業務（経理・労

務・施設等）の内容

を理解している。

①�業務に関する調理技

術が完全に身につい

ており、調理スタッ

フレベルに対する簡

単な指導・教育がで

きる。

②�自主的な判断に基づ

いて、調理技術が使

える

③�技術的な課題を認識

し、自主的に克服が

できる。

①�公正・公平な態度で

周囲（部下）と接す

ることができる。

②�常に平常心をもって

判断・ 行動ができ

る。

③�リーダーシップがあ

る。

④�論理的思考ができ

る。

①�現場スタッフの業務

について管理・ 監

督、指揮・命令がで

きる。

②�通常の業務において

問題点を発見し、上

司とともに問題の改

善・解決に取り組む

ことができる。

③�調理スタッフレベル

に対する業務につい

ての指導ができる。

調理責任者補佐

5

専修学校

専門課程２年制

短期大学

専門職短期大学

①�調理師の労働や

職場環境の現状

について理解し

ている。

②�健康と食生活の

かかわりや、好

ましい食生活に

ついての知識が

ある。

①�食品の加工とそ

の目的、方法が

わかる。食品の

代表的な貯蔵法

について、原理

や特徴について

理解している。

②�栄養素の消化・

吸収の仕組みが

わかり、調理に

おける影響を理

解できる。

①�衛生的な調理に

必要な知識を有

し、実践ができ

ている。

②�調理施設全般に

ついての衛生管

理について理解

している。

①�業務上の調理に

おいて、好まし

い調理法（手順、

操作方法）を理

解している。

②�一般的な調理器

具の名称や使い

方を理解し、適

切に選択できる。

③�業務に関連する

料理について、

特徴、提供方法、

成り立ちなど専

門的知識がある。

①�料理のサ ー ビ

ス・接客につい

て、適切に行な

うこつを理解し、

実践できる。

②�店舗経営に関わ

る 簡 単 な 業 務

（伝票処理、在庫

管理、売上管理、

他事務処理含む）

を行なえる。

①�調理技術の基本が完

全に身についてい

る。また、大量での

調理にも対応でき

る。

②�基本的な料理を上司

の監督下において責

任をもってつくるこ

とができる。

③�衛生的な調理作業が

実践できる。

①�自らすすんでコミュ

ニケーションを取

り、周囲と上手く協

調できる。

②�業務に対し、自主的

に責任を持って取り

組める。

③�自らの向上のために

努力を惜しまない。

①�通常業務において、

決められた品質を維

持しつつ業務遂行す

ることができる。

②�非定型の業務におい

て、必要に応じて上

司の指示を仰ぎ、自

主的に業務遂行がで

きる。

調理スタッフ

4

専修学校

専門課程１年制

専修学校

高等課程

高等学校

①�調理師の労働の特徴

や職場環境について

の知識がある。

②�「健康」の概念を理

解している。

①�一般的な食材の名

称、特徴、性質の知

識がある。（動物性

食品、植物性食品、

その他）

②�基本的な栄養素名と

その機能についての

知識がある。また、

各食品に含まれる主

な栄養素を知ってい

る。

①�衛生的な調理に必要

な、適切な身だしな

み、手洗い方法、各

消毒法の知識があ

る。

②�食品に危害を加える

原因（異物混入、食

中毒、他）について

の知識がある。

③�食中毒に関する基本

的知識（食中毒の種

類、特徴、予防方法

等）がある。

①�一般的な調理器具の

名称や使い方を知っ

ている。

②�基本的な調理法につ

いて、特徴や原理に

ついて理解してい

る。食品の調理変化

について科学的に理

解している。

③�各料理（ 日本・ 西

洋・中国）の特徴や

違いについての知識

がある。

①�料理のサ ー ビ

ス・接客につい

て、一般的な提

供方法や器具類

についての知識

がある。

②�店舗経営に関わ

る基本的な業務

（伝票処理、在庫

管理、売上管理、

他事務処理含む）

について理解し

ている。

①�包丁を使い、基本的

な切りものができ

る。

②�基本的な料理をつく

ることができる。

③�衛生的な調理作業が

実践できる。

①�挨拶、返事など、基

本的なコミュニケー

ションが取れる。

②�指示に従い、素直な

態度で業務に取り組

める。

③�基本的な生活習慣が

身についており、自

分の健康について注

意できる。

①�上司の監督下で、決

められた手順に従い

業務遂行ができる。

②�非定型の業務におい

て、指示を仰ぎなが

ら、業務遂行ができ

る。
調理スタッフ

補佐

4-3-1．食・調理分野における学修成果マトリクス原案：LO 結果との比較
※知識と実践が混じっている
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水準
想定学校・

コース
資　格

（調理に関わる）知識

（調理に関わる）技能 態度・姿勢 応用

組織内での役割・

ポジション

イメージ
①食生活と健康

（公衆衛生）
②食品と栄養の特性 ③食品の安全と衛生 ④調理理論と食文化 ⑤サービス・経営

7

調理師

①�業務に必要な基本的

な法令、労働基準法

等を充分に理解して

いる。

②�食生活と健康の関連

について、知識指導

ができる。

①�業務で使用する

食材について、

専門的知識を有

し、監督者レベ

ルに対する知識

教育を行うこと

ができる。

②�業務で使用する

食材以外にも、幅

広い知識をもっ

ている。

③�ライフステージ

や疾患に関連す

る栄養について

も理解している。

④�食事を提供する

対象者の状態に

合わせた栄養的

にバランスのと

れた献立作成が

できる。

①�衛生的な調理に関わ

る調理方法、施設管

理など全般的な知識

を有し、監督者レベ

ルに対する知識教育

を行うことができ

る。

①�業務に関係する

調理法について

専門的知識を有

しており、監督

者レベルに対す

る知識教育を行

うことができる。

②�業務で使用する

食材、器具に関

する知識以外に

も調理分野に関

する幅広い知識

をもっている。

③�業務に関係する

食・料理分野全

般において、幅

広い知識がある。

①�料理のサービスにつ

いての知識・技術を

有し、指導が行なえ

る。

②�店舗経営のための専

門的知識を有し、管

理監督ができる。

①�業務で使用する調理

技術が完全に身につ

いている。監督者レ

ベルに対する技術指

導ができる。

②�チームの技術的な課

題を発見し、その克

服ができる。

①�総合的な見地に立っ

て判断ができる。

①�通常の業務におい

て、専門的で高度な

知識を活かし、問題

点・課題の解決がで

きる。

②�現場スタッフの業務

に対し技術等の専門

的評価ができる。

③�高品質なサービスの

提供に向けて現場監

督者を含めたスタッ

フの指揮・命令がで

きる。

④�監督者レベルに対す

るスタッフ指導がで

きる。

調理責任者

6

大学

専門職大学

①�調理師の業務に

かかわる法律に

ついての知識が

ある。

②�食生活に関係す

る疾病（生活習

慣病等）につい

ての知識がある。

③�生活環境と食生

活のかかわりに

ついて知識があ

る。

①�基礎的な衛生の知識

を有し、事例に応じ

て適切に対応でき、

必要に応じて調理ス

タッフレベルに対す

る教育ができる。

②�クックチル、HACCP

等のより衛生的な調

理システムの手法や

特徴についての知識

がある。

①�業務上の調理におい

て、好ましい調理法

（適切な器具、手順、

操作方法）を充分に

理解しており、必要

に応じて調理スタッ

フレベルに対する教

育ができる。

②�食材、調理器具に関

する知識を完全に定

着させている。

③�食・料理全般におい

て、幅広い知識があ

る。

①�料理のサービスにお

いて、料理の種類や

状況に応じて適切に

対応ができる。

②�店舗経営に関連する

管理業務（経理・労

務・施設等）の内容

を理解している。

①�業務に関する調理技

術が完全に身につい

ており、調理スタッ

フレベルに対する簡

単な指導・教育がで

きる。

②�自主的な判断に基づ

いて、調理技術が使

える

③�技術的な課題を認識

し、自主的に克服が

できる。

①�公正・公平な態度で

周囲（部下）と接す

ることができる。

②�常に平常心をもって

判断・ 行動ができ

る。

③�リーダーシップがあ

る。

④�論理的思考ができ

る。

①�現場スタッフの業務

について管理・ 監

督、指揮・命令がで

きる。

②�通常の業務において

問題点を発見し、上

司とともに問題の改

善・解決に取り組む

ことができる。

③�調理スタッフレベル

に対する業務につい

ての指導ができる。

調理責任者補佐

5

専修学校

専門課程２年制

短期大学

専門職短期大学

①�調理師の労働や

職場環境の現状

について理解し

ている。

②�健康と食生活の

かかわりや、好

ましい食生活に

ついての知識が

ある。

①�食品の加工とそ

の目的、方法が

わかる。食品の

代表的な貯蔵法

について、原理

や特徴について

理解している。

②�栄養素の消化・

吸収の仕組みが

わかり、調理に

おける影響を理

解できる。

①�衛生的な調理に

必要な知識を有

し、実践ができ

ている。

②�調理施設全般に

ついての衛生管

理について理解

している。

①�業務上の調理に

おいて、好まし

い調理法（手順、

操作方法）を理

解している。

②�一般的な調理器

具の名称や使い

方を理解し、適

切に選択できる。

③�業務に関連する

料理について、

特徴、提供方法、

成り立ちなど専

門的知識がある。

①�料理のサ ー ビ

ス・接客につい

て、適切に行な

うこつを理解し、

実践できる。

②�店舗経営に関わ

る 簡 単 な 業 務

（伝票処理、在庫

管理、売上管理、

他事務処理含む）

を行なえる。

①�調理技術の基本が完

全に身についてい

る。また、大量での

調理にも対応でき

る。

②�基本的な料理を上司

の監督下において責

任をもってつくるこ

とができる。

③�衛生的な調理作業が

実践できる。

①�自らすすんでコミュ

ニケーションを取

り、周囲と上手く協

調できる。

②�業務に対し、自主的

に責任を持って取り

組める。

③�自らの向上のために

努力を惜しまない。

①�通常業務において、

決められた品質を維

持しつつ業務遂行す

ることができる。

②�非定型の業務におい

て、必要に応じて上

司の指示を仰ぎ、自

主的に業務遂行がで

きる。

調理スタッフ

4

専修学校

専門課程１年制

専修学校

高等課程

高等学校

①�調理師の労働の特徴

や職場環境について

の知識がある。

②�「健康」の概念を理

解している。

①�一般的な食材の名

称、特徴、性質の知

識がある。（動物性

食品、植物性食品、

その他）

②�基本的な栄養素名と

その機能についての

知識がある。また、

各食品に含まれる主

な栄養素を知ってい

る。

①�衛生的な調理に必要

な、適切な身だしな

み、手洗い方法、各

消毒法の知識があ

る。

②�食品に危害を加える

原因（異物混入、食

中毒、他）について

の知識がある。

③�食中毒に関する基本

的知識（食中毒の種

類、特徴、予防方法

等）がある。

①�一般的な調理器具の

名称や使い方を知っ

ている。

②�基本的な調理法につ

いて、特徴や原理に

ついて理解してい

る。食品の調理変化

について科学的に理

解している。

③�各料理（ 日本・ 西

洋・中国）の特徴や

違いについての知識

がある。

①�料理のサ ー ビ

ス・接客につい

て、一般的な提

供方法や器具類

についての知識

がある。

②�店舗経営に関わ

る基本的な業務

（伝票処理、在庫

管理、売上管理、

他事務処理含む）

について理解し

ている。

①�包丁を使い、基本的

な切りものができ

る。

②�基本的な料理をつく

ることができる。

③�衛生的な調理作業が

実践できる。

①�挨拶、返事など、基

本的なコミュニケー

ションが取れる。

②�指示に従い、素直な

態度で業務に取り組

める。

③�基本的な生活習慣が

身についており、自

分の健康について注

意できる。

①�上司の監督下で、決

められた手順に従い

業務遂行ができる。

②�非定型の業務におい

て、指示を仰ぎなが

ら、業務遂行ができ

る。
調理スタッフ

補佐

※細分化する？
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水準
想定学校・

コース
資　格 知　識 技　能 態　度 応　用

組織内での役割・

ポジション

イメージ

7

調理師

専門

調理師

1．店舗経営に関わる総括的な知識がある。 1．総合的な判断ができる。 1．�スタッフや業務内容について総括的に

マネージメントできる
調理責任者

6

大学

専門職大学

調理師

1．関連する各専門分野についての深い知識がある。

	 or	 or	 or

１．�関連する各専門分野についての高

度な技能がある。

1．�公正・公平な態度で周囲（部下）と接

することができる。

2．�常に平常心をもって判断・行動ができ

る。

3．リーダーシップがある。

4．論理的思考ができる。

1．�スタッフの業務について指導・管理・

指示・評価ができる。

2．�上司とともに業務の問題の改善・解決

に取り組むことができる。

調理責任者

補佐

5

専修学校

専門課程２年制

短期大学

専門職短期大学

1．ＨＡＣＣＰ衛生管理システムについての知識がある。

2．新調理システムについての知識がある。

3．店舗運営に関わる基本的な知識がある。

1．�大量調理やレストラン運営などの

応用的調理ができる。

2．新調理機器が操作できる。

1．�自らすすんでコミュニケーションを取

り、周囲と上手く協調できる。

2．�業務に対し、自主的に責任を持って取

り組める。

1．�必要に応じて上司の指示を仰ぎ、自主

的に業務が遂行ができる。

調理スタッフ

4

専修学校

専門課程１年制

専修学校

高等課程

高等学校

（調理師養成校）

1．調理師の労働・職場環境に関する基本的知識がある。

2．食に関係する基本的な法令に関する知識がある。

3．栄養に関する基本的知識がある。

4．食品に関する基本的知識がある。

5．食の安全、食品衛生に関する基本的な知識がある。

6．調理科学に関する基本的知識がある。

7．諸外国の食文化に関する基本的知識がある。

8．接客・サービスに関する基本的知識がある。

1．�包丁を使い、基本的な切りものが

できる。

2．�基本的な料理をつくることができる。

　 （焼・煮・蒸・揚・生など）

3．衛生的な調理作業が実践できる。

4．基本的な接客サービスができる。

1．�調理師という仕事を通して人の健康、

生活に寄与したいと思う。

2．�調理師としての専門的な知識と技術の

向上のために努力を惜しまない。

3．�挨拶、返事など、基本的なコミュニ

ケーションがはかれる。

4．�指示に従い、素直な態度で業務に取り  

組める。

5．�基本的な生活習慣が身についており、

自身の健康管理ができる。

1．�上司の監督下で、決められた手順に従

い業務遂行ができる。

調理スタッフ

補佐

調理師免許を取得できる基本的知識

4-3-2．食・調理分野における学修成果マトリクス

経営
栄養
食品

食文化
高度
調理
知識

経営

食文化

栄養食品

高度調理技能

or or

or
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水準
想定学校・

コース
資　格 知　識 技　能 態　度 応　用

組織内での役割・

ポジション

イメージ

7

調理師

専門

調理師

1．店舗経営に関わる総括的な知識がある。 1．総合的な判断ができる。 1．�スタッフや業務内容について総括的に

マネージメントできる
調理責任者

6

大学

専門職大学

調理師

1．関連する各専門分野についての深い知識がある。

	 or	 or	 or

１．�関連する各専門分野についての高

度な技能がある。

1．�公正・公平な態度で周囲（部下）と接

することができる。

2．�常に平常心をもって判断・行動ができ

る。

3．リーダーシップがある。

4．論理的思考ができる。

1．�スタッフの業務について指導・管理・

指示・評価ができる。

2．�上司とともに業務の問題の改善・解決

に取り組むことができる。

調理責任者

補佐

5

専修学校

専門課程２年制

短期大学

専門職短期大学

1．ＨＡＣＣＰ衛生管理システムについての知識がある。

2．新調理システムについての知識がある。

3．店舗運営に関わる基本的な知識がある。

1．�大量調理やレストラン運営などの

応用的調理ができる。

2．新調理機器が操作できる。

1．�自らすすんでコミュニケーションを取

り、周囲と上手く協調できる。

2．�業務に対し、自主的に責任を持って取

り組める。

1．�必要に応じて上司の指示を仰ぎ、自主

的に業務が遂行ができる。

調理スタッフ

4

専修学校

専門課程１年制

専修学校

高等課程

高等学校

（調理師養成校）

1．調理師の労働・職場環境に関する基本的知識がある。

2．食に関係する基本的な法令に関する知識がある。

3．栄養に関する基本的知識がある。

4．食品に関する基本的知識がある。

5．食の安全、食品衛生に関する基本的な知識がある。

6．調理科学に関する基本的知識がある。

7．諸外国の食文化に関する基本的知識がある。

8．接客・サービスに関する基本的知識がある。

1．�包丁を使い、基本的な切りものが

できる。

2．�基本的な料理をつくることができる。

　 （焼・煮・蒸・揚・生など）

3．衛生的な調理作業が実践できる。

4．基本的な接客サービスができる。

1．�調理師という仕事を通して人の健康、

生活に寄与したいと思う。

2．�調理師としての専門的な知識と技術の

向上のために努力を惜しまない。

3．�挨拶、返事など、基本的なコミュニ

ケーションがはかれる。

4．�指示に従い、素直な態度で業務に取り  

組める。

5．�基本的な生活習慣が身についており、

自身の健康管理ができる。

1．�上司の監督下で、決められた手順に従

い業務遂行ができる。

調理スタッフ

補佐

調理師免許を取得できる基本的知識
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レベル （知識） （技能） （態度１） （態度２） （応用：職場の文脈）

レベル7

（臨床1～2年目）

理学療法技術水準

ⅠおよびⅡの行為

を実施できる

・�以下の1）～6）の知識について、上司や先

輩の指導の下で、実践の中で活用できる。

1）�基礎医学（解剖学・生理学・運動学・等）

の知識を有している

2）臨床医学の知識を有している

3）�健康や社会、社会保障制度等の知識を有し

ている。

4）�基本的な理学療法評価の実施に関する知識

を有している

5）�障害別の理学療法技術に関する知識を有し

ている

6）理学療法プロセスの知識を有している

・�以下の1）～5）の技術について、上司や先

輩の指導の下で、実際の対象者に対して、実

施できる。

1）�対象者に対して、医療面接が実施できる

2）�対象者に対して、リスク管理が実施できる

3）�対象者に対して、理学療法評価が実施でき

る

4）�対象者に対して、障害別（骨関節疾患、中

枢神経疾患、神経筋疾患、発達障害、内部

障害等）の理学療法治療技術が実施できる

5）�健康維持・増進、介護予防等の理学療法技

術が実施できる

・�自分の意見を明確に伝えることを心

がけている

・�他者の意見を聞き、受け入れること

を心がけている

・�真摯な受け答えの態度を心がけてい

る

・�常に目標を持ち、自己研鑽に励むこ

とを心がけている

・�職場の規則を順守して行動すること

を心がけている

・�報告・連絡・相談を徹底して行動

することを心がけている

・�守秘義務や個人情報保護に留意し

て行動することを心がけている

・�リハチームの役割を理解し、チーム

ワークを大切にして協調的に行動

することを心がけている

・�上司や先輩の指導・助言の下で、対

象者に対して基本的な理学療法を

実施できる（基本的とは、代表的な

疾患、典型的な障害像に対する理学

療法を意味する）

・�リスクや侵襲性が高い行為以外は

安全に実施できる。

・�急性期、高齢者や小児、病状や全身

状態が不安定な場合であれば、水準

Ⅰの行為を指導者の補助として実

施できる

・�経験値の増加に伴い、独立して理学

療法を実施し、自ら必要に応じて指

導を求めることが出来る

レベル6

（4年制課程修了時）

・�理学療法に関する研究活動等に参加し、科学的根拠に基づいた創造性をもった課題解決能力

の素地を有している

・�理学療法実践と研究の関連についての知識を有している

・�理学療法実践の根拠となる研究成果を実践に活用する知識を有している

・�社会構造や生活様式を理解し、多様なニーズに合った理学療法の知識を有している

・�生涯学習に向けて自身のキャリアデザインを表現することを心がけている

・�自己研鑽の必要性を理解し、その基盤となるコニュニケーションを心がけ

ている

・�医療および理学療法を取り巻く倫

理的課題を把握し、意識して行動で

きる

レベル5

（3年制課程修了時）

・�上記1）～6）の基本的な知識を有している ・�指導者の監督の下、ある程度の助言・指導

を受けることによって、上記1）～5）の技

術を対象者に実施できる

・�医療者に相応しい清潔な身だしなみ

を心がけている

・�対象者に対する挨拶や言葉遣いを

心がけている

・�対象者に対する気配り・共感的態

度を心がけている

・�対象者に対する興味や関心を持つよ

うに心がけている

・�理学療法士の役割に応じて行動し

ようと心がけている

・�理想とする理学療法士像を持つこと

を心がけている

・�導者の監督の下、ある程度の助言、

指導の下に、対象者に対して基本的

な理学療法を実施できる

・�自らを省みることが出来、自ら成長

する為に必要な行動ができる

・�理学療法士の業務を理解できる

1）�疾患や症状・障害への知識を有している

2）�合併症・リスク・投薬などの医学的知識を

有している

3）�理学療法評価の手段・技能の知識を有して

いる

4）�治療（介入）・援助・指導手段の知識を有

している

5）�社会保障制度の知識を有している

6）�ICF（IDH）の概念を有している

・�模擬患者に対して、コミュニケーションが

実施できる

・�模擬患者に対して、良好な信頼関係を築く

ことができる

・�模擬患者に対して、基本的な検査測定を手

順に沿って安全に実施できる

・�模擬患者に対して、基本的姿勢・動作の自

立度や動作方法の確認が実施できる

・自ら関わりを持とうと心がけている

・自ら学ぼうと心がけている

・他者の意見を受け止めようと心がけている

・自己の経験や感じたことから学ぼうと心がけている

・自己の経験を振り返り問題に気付こうと心がけている

・自己の問題を解決しようと心がけている

・適切な学習目標を設定しようと心がけている

・�模擬症例に対して、基本的な理学療

法を実施できる

・�理学療法士の業務の補助が実施で

きる

4-4．コメディカル（理学療法）分野の学修成果マトリクス
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レベル （知識） （技能） （態度１） （態度２） （応用：職場の文脈）

レベル7

（臨床1～2年目）

理学療法技術水準

ⅠおよびⅡの行為

を実施できる

・�以下の1）～6）の知識について、上司や先

輩の指導の下で、実践の中で活用できる。

1）�基礎医学（解剖学・生理学・運動学・等）

の知識を有している

2）臨床医学の知識を有している

3）�健康や社会、社会保障制度等の知識を有し

ている。

4）�基本的な理学療法評価の実施に関する知識

を有している

5）�障害別の理学療法技術に関する知識を有し

ている

6）理学療法プロセスの知識を有している

・�以下の1）～5）の技術について、上司や先

輩の指導の下で、実際の対象者に対して、実

施できる。

1）�対象者に対して、医療面接が実施できる

2）�対象者に対して、リスク管理が実施できる

3）�対象者に対して、理学療法評価が実施でき

る

4）�対象者に対して、障害別（骨関節疾患、中

枢神経疾患、神経筋疾患、発達障害、内部

障害等）の理学療法治療技術が実施できる

5）�健康維持・増進、介護予防等の理学療法技

術が実施できる

・�自分の意見を明確に伝えることを心

がけている

・�他者の意見を聞き、受け入れること

を心がけている

・�真摯な受け答えの態度を心がけてい

る

・�常に目標を持ち、自己研鑽に励むこ

とを心がけている

・�職場の規則を順守して行動すること

を心がけている

・�報告・連絡・相談を徹底して行動

することを心がけている

・�守秘義務や個人情報保護に留意し

て行動することを心がけている

・�リハチームの役割を理解し、チーム

ワークを大切にして協調的に行動

することを心がけている

・�上司や先輩の指導・助言の下で、対

象者に対して基本的な理学療法を

実施できる（基本的とは、代表的な

疾患、典型的な障害像に対する理学

療法を意味する）

・�リスクや侵襲性が高い行為以外は

安全に実施できる。

・�急性期、高齢者や小児、病状や全身

状態が不安定な場合であれば、水準

Ⅰの行為を指導者の補助として実

施できる

・�経験値の増加に伴い、独立して理学

療法を実施し、自ら必要に応じて指

導を求めることが出来る

レベル6

（4年制課程修了時）

・�理学療法に関する研究活動等に参加し、科学的根拠に基づいた創造性をもった課題解決能力

の素地を有している

・�理学療法実践と研究の関連についての知識を有している

・�理学療法実践の根拠となる研究成果を実践に活用する知識を有している

・�社会構造や生活様式を理解し、多様なニーズに合った理学療法の知識を有している

・�生涯学習に向けて自身のキャリアデザインを表現することを心がけている

・�自己研鑽の必要性を理解し、その基盤となるコニュニケーションを心がけ

ている

・�医療および理学療法を取り巻く倫

理的課題を把握し、意識して行動で

きる

レベル5

（3年制課程修了時）

・�上記1）～6）の基本的な知識を有している ・�指導者の監督の下、ある程度の助言・指導

を受けることによって、上記1）～5）の技

術を対象者に実施できる

・�医療者に相応しい清潔な身だしなみ

を心がけている

・�対象者に対する挨拶や言葉遣いを

心がけている

・�対象者に対する気配り・共感的態

度を心がけている

・�対象者に対する興味や関心を持つよ

うに心がけている

・�理学療法士の役割に応じて行動し

ようと心がけている

・�理想とする理学療法士像を持つこと

を心がけている

・�導者の監督の下、ある程度の助言、

指導の下に、対象者に対して基本的

な理学療法を実施できる

・�自らを省みることが出来、自ら成長

する為に必要な行動ができる

・�理学療法士の業務を理解できる

1）�疾患や症状・障害への知識を有している

2）�合併症・リスク・投薬などの医学的知識を

有している

3）�理学療法評価の手段・技能の知識を有して

いる

4）�治療（介入）・援助・指導手段の知識を有

している

5）�社会保障制度の知識を有している

6）�ICF（IDH）の概念を有している

・�模擬患者に対して、コミュニケーションが

実施できる

・�模擬患者に対して、良好な信頼関係を築く

ことができる

・�模擬患者に対して、基本的な検査測定を手

順に沿って安全に実施できる

・�模擬患者に対して、基本的姿勢・動作の自

立度や動作方法の確認が実施できる

・自ら関わりを持とうと心がけている

・自ら学ぼうと心がけている

・他者の意見を受け止めようと心がけている

・自己の経験や感じたことから学ぼうと心がけている

・自己の経験を振り返り問題に気付こうと心がけている

・自己の問題を解決しようと心がけている

・適切な学習目標を設定しようと心がけている

・�模擬症例に対して、基本的な理学療

法を実施できる

・�理学療法士の業務の補助が実施で

きる
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【教育】

学位・資格のレベル

学修成果 －職業コンピテンシー 【職業】

各レベルの目標となる

職業的役割知識 技能 態度 応用

8 博士または同等以上

観光・ホスピタリティ産業の国内外の構造や動向につ

いて理解し、専攻するサービスに関連する最新の技

術、観光資源、マネジメント（人的資源管理、マーケ

ティング、経営戦略、財務・会計、施設管理、法務、

情報システム等）に関する専門的かつ幅広い知識を有

している。

（ホテル・旅館）

・�ホテル・旅館の部門管理者として経営課題を明確に

することができる。

ホスピタリティ・マネジメントに関する知識・手

法に基づき事業の立案・実施計画を策定するこ

とができる。

（ホテル・旅館）

・�ホテル・旅館の部門管理者として経営課題を明

確にし、改善計画や業務の品質向上の仕組みづ

くりを提案することができる。

グループやチームの中心メンバーとして、創意工夫を

凝らして自主的な判断、改善、提案を行いながら業務

を遂行することができる。

（ホテル・旅館）

・�リーダーシップを発揮し、部門内で経営課題や改善

に向けた方針、成果を共有し、業務の改善・質向上

に努めている。

経営戦略策定の基盤となる能力に基づき、複数の事業

の事業計画を策定することができる。

（ホテル・旅館）

・�他部門と連携し、サービスの品質管理や新たなサー

ビス開発に向けた提案ができる。

シニアマネージャー

7 修士または専門職学位

観光・ホスピタリティ産業の国内外の構造や動向につ

いて理解し、専攻するサービスに関連する地域資源

や、必要なマネジメント（人的資源管理、マーケティ

ング、経営戦略、財務・会計、施設管理、法務、情報

システム等）に関する専門的知識を有している。

（ホテル・旅館）

・�ホテル・旅館のマネージャーとしての役割や課題を

理解している。

ホスピタリティ・マネジメントに関する知識・手

法に基づき、特定業務に関する成果の評価・検

証を行い、改善につなげることができる。

（ホテル・旅館）

・�ホテル・旅館の部門マネージャーの役割を実践

し、業務上の課題について明らかにし解決策を

策定できる。

チームリーダーとして、実践的・専門的な知識等を基

礎に、業務遂行を主導するとともに、業務のマネジメ

ント等を行うことができる。

（ホテル・旅館）

・�ホテル・旅館の接客サービスに際して、部門内で適

切な目標を設定するとともに、部門内での共有等、目

標の達成に向けて工夫している。

個別部門の事業計画を策定することができる。

（ホテル・旅館）

・�ホテル・旅館の接客サービスに際して、状況の変化

に応じ、部門内で協議しながら、目標の変更や改善

に取り組むことが出来る。

マネージャー

6 学士または高度専門

専攻するサービスと他の観光・ホスピタリティ産業と

の関係、経営・運営方法に関する基礎的な知識を有し

ている。

（ホテル・旅館）

・�ホテル・旅館の接客サービスのオペレーションのみ

ならず施設管理や衛生・環境管理を含め基礎的なマ

ネジメント業務を理解している。

サービスオペレーションのみならずマネジメン

ト業務を理解し、サービス実践に加え、基礎的

な管理業務を行うことができる。

（ホテル・旅館）

・�ホテル・旅館の接客サービスのオペレーション

のみならず施設管理や衛生・環境管理を含め基

礎的なマネジメントに関する知識を日常業務に

応用できる。

グループやチームの中心メンバーとして、実践的・専

門的な知識等を基礎に、創意工夫を凝らして自主的に

業務を遂行することができる。

（ホテル・旅館）

・�ホテル・旅館の接客サービスに際して、部門内で率

先して振り返りを行い、改善・工夫を行っている。

定型業務の改善計画を提案することができる。

（ホテル・旅館）

・�ホテル・旅館の接客サービスに際して、部門内で率

先して振り返りを行い、改善計画を提案することが

できる。

シニアスタッフ

5
短期大学士、準学士

または専門士

観光・ホスピタリティ産業の基本的構造、専攻する

サービスに関する実務・オペレーションの基礎理論を

理解している。

（ホテル・旅館）

・�ホテル・旅館業界の基礎知識、おもてなし・ホスピ

タリティ精神、宿泊・料飲・宴会を中心としたサー

ビスオペレーションを体系的に理解している。

ホスピタリティサービス、実務・オペレーショ

ンの基礎理論に基づき、定型的なサービスを実

践できる。

（ホテル・旅館）

・�おもてなし・ホスピタリティ精神に基づいた接

客サービスを実践できる。

専門的知識等を有する担当者として、上司の指示・助

言を踏まえて定型的業務を確実に遂行することができ

る。

（ホテル・旅館）

・�日頃から他業種を含めたサービスやホスピタリティ

に対する関心を持ち、お客様に喜んでいただけるよ

う、努力している。

必要に応じて上司や先輩の指導を受けつつ、日々のサー

ビスの提供や企画の立案等に当たって組織の理念・方

針が反映されるよう自分なりに工夫している。

（ホテル・旅館）

・�お客様の服装、同行者、表情等からお客様の利用目

的を想定し、接客に活かすことができる。

スタッフ

4
専門学校1年課程

または高校専攻科

観光・ホスピタリティ産業における特定分野のサービ

スに関する業務・オペレーションの基礎理論を理解し

ている。

特定分野のホスピタリティサービス、実務・オ

ペレーションの基礎理論に基づき、定型的なサー

ビスを実践できる。

特定分野の職務に置ける専門的知識等を有する担当者

として、上司の指示・助言を踏まえて定型的業務を確

実に遂行することができる。

特定分野の職務において、必要に応じて上司や先輩の

指導を受けつつ、日々のサービスの提供や企画の立案

等に当たって組織の理念・方針が反映されるよう自分

なりに工夫している。

3（※）

高校卒、専修学校高等

課程3年修了、または高

専3年までの単位修得

観光ビジネスについて実務に即して体系的・系統的に

理解するとともに、関連する技術を身に付けるように

する。

観光ビジネスの動向・課題を捉える学習活動及び観光

ビジネスに関する具体的な事例について多面的・多角

的に分析し、考察や討論を行う学習活動を通して、企

業で行われている観光ビジネスについて理解を深める

ことができる。

　　�観光に関する消費行動の変化による観光の多様化

について

　　観光振興の組織について

　　�観光ビジネスの各主体に関して、役割や業務など

の概要及び関連する法規の概要

　　�観光ビジネスにおけるホスピタリティの概念と重

要性

　　観光ビジネスにおける接客方法と接客マナー

　　緊急時の対応体制の構築など安全管理について

　　�観光の振興と地域社会におけるまちづくりとが連

携することの意義

　　観光需要や観光目的に対応したまちづくりについて

観光ビジネスに関する課題を発見し、ビジネス

に携わる者として科学的な根拠に基づいて創造

的に解決する力を養う。

観光ビジネスに関する理論を実験などにより確

認する学習活動及び観光ビジネスに関する具体

的な課題を設定し、科学的な根拠に基づいて観

光の振興策を考案して提案などを行う学習活動

を通して、観光ビジネスに適切に取り組むこと

ができる

ビジネスを適切に展開する力の向上を目指して自ら学

び、観光ビジネスに主体的かつ協働的に取り組む態度

を養う。

上司の指導・助言に従って、基本的な定型業務ができ

る

※レベル３は、『平成 30 年度高等学校学習指導要領』「商業科　第 3節　観光ビジネス」を参照
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【教育】

学位・資格のレベル

学修成果 －職業コンピテンシー 【職業】

各レベルの目標となる

職業的役割知識 技能 態度 応用

8 博士または同等以上

観光・ホスピタリティ産業の国内外の構造や動向につ

いて理解し、専攻するサービスに関連する最新の技

術、観光資源、マネジメント（人的資源管理、マーケ

ティング、経営戦略、財務・会計、施設管理、法務、

情報システム等）に関する専門的かつ幅広い知識を有

している。

（ホテル・旅館）

・�ホテル・旅館の部門管理者として経営課題を明確に

することができる。

ホスピタリティ・マネジメントに関する知識・手

法に基づき事業の立案・実施計画を策定するこ

とができる。

（ホテル・旅館）

・�ホテル・旅館の部門管理者として経営課題を明

確にし、改善計画や業務の品質向上の仕組みづ

くりを提案することができる。

グループやチームの中心メンバーとして、創意工夫を

凝らして自主的な判断、改善、提案を行いながら業務

を遂行することができる。

（ホテル・旅館）

・�リーダーシップを発揮し、部門内で経営課題や改善

に向けた方針、成果を共有し、業務の改善・質向上

に努めている。

経営戦略策定の基盤となる能力に基づき、複数の事業

の事業計画を策定することができる。

（ホテル・旅館）

・�他部門と連携し、サービスの品質管理や新たなサー

ビス開発に向けた提案ができる。

シニアマネージャー

7 修士または専門職学位

観光・ホスピタリティ産業の国内外の構造や動向につ

いて理解し、専攻するサービスに関連する地域資源

や、必要なマネジメント（人的資源管理、マーケティ

ング、経営戦略、財務・会計、施設管理、法務、情報

システム等）に関する専門的知識を有している。

（ホテル・旅館）

・�ホテル・旅館のマネージャーとしての役割や課題を

理解している。

ホスピタリティ・マネジメントに関する知識・手

法に基づき、特定業務に関する成果の評価・検

証を行い、改善につなげることができる。

（ホテル・旅館）

・�ホテル・旅館の部門マネージャーの役割を実践

し、業務上の課題について明らかにし解決策を

策定できる。

チームリーダーとして、実践的・専門的な知識等を基

礎に、業務遂行を主導するとともに、業務のマネジメ

ント等を行うことができる。

（ホテル・旅館）

・�ホテル・旅館の接客サービスに際して、部門内で適

切な目標を設定するとともに、部門内での共有等、目

標の達成に向けて工夫している。

個別部門の事業計画を策定することができる。

（ホテル・旅館）

・�ホテル・旅館の接客サービスに際して、状況の変化

に応じ、部門内で協議しながら、目標の変更や改善

に取り組むことが出来る。

マネージャー

6 学士または高度専門

専攻するサービスと他の観光・ホスピタリティ産業と

の関係、経営・運営方法に関する基礎的な知識を有し

ている。

（ホテル・旅館）

・�ホテル・旅館の接客サービスのオペレーションのみ

ならず施設管理や衛生・環境管理を含め基礎的なマ

ネジメント業務を理解している。

サービスオペレーションのみならずマネジメン

ト業務を理解し、サービス実践に加え、基礎的

な管理業務を行うことができる。

（ホテル・旅館）

・�ホテル・旅館の接客サービスのオペレーション

のみならず施設管理や衛生・環境管理を含め基

礎的なマネジメントに関する知識を日常業務に

応用できる。

グループやチームの中心メンバーとして、実践的・専

門的な知識等を基礎に、創意工夫を凝らして自主的に

業務を遂行することができる。

（ホテル・旅館）

・�ホテル・旅館の接客サービスに際して、部門内で率

先して振り返りを行い、改善・工夫を行っている。

定型業務の改善計画を提案することができる。

（ホテル・旅館）

・�ホテル・旅館の接客サービスに際して、部門内で率

先して振り返りを行い、改善計画を提案することが

できる。

シニアスタッフ

5
短期大学士、準学士

または専門士

観光・ホスピタリティ産業の基本的構造、専攻する

サービスに関する実務・オペレーションの基礎理論を

理解している。

（ホテル・旅館）

・�ホテル・旅館業界の基礎知識、おもてなし・ホスピ

タリティ精神、宿泊・料飲・宴会を中心としたサー

ビスオペレーションを体系的に理解している。

ホスピタリティサービス、実務・オペレーショ

ンの基礎理論に基づき、定型的なサービスを実

践できる。

（ホテル・旅館）

・�おもてなし・ホスピタリティ精神に基づいた接

客サービスを実践できる。

専門的知識等を有する担当者として、上司の指示・助

言を踏まえて定型的業務を確実に遂行することができ

る。

（ホテル・旅館）

・�日頃から他業種を含めたサービスやホスピタリティ

に対する関心を持ち、お客様に喜んでいただけるよ

う、努力している。

必要に応じて上司や先輩の指導を受けつつ、日々のサー

ビスの提供や企画の立案等に当たって組織の理念・方

針が反映されるよう自分なりに工夫している。

（ホテル・旅館）

・�お客様の服装、同行者、表情等からお客様の利用目

的を想定し、接客に活かすことができる。

スタッフ

4
専門学校1年課程

または高校専攻科

観光・ホスピタリティ産業における特定分野のサービ

スに関する業務・オペレーションの基礎理論を理解し

ている。

特定分野のホスピタリティサービス、実務・オ

ペレーションの基礎理論に基づき、定型的なサー

ビスを実践できる。

特定分野の職務に置ける専門的知識等を有する担当者

として、上司の指示・助言を踏まえて定型的業務を確

実に遂行することができる。

特定分野の職務において、必要に応じて上司や先輩の

指導を受けつつ、日々のサービスの提供や企画の立案

等に当たって組織の理念・方針が反映されるよう自分

なりに工夫している。

3（※）

高校卒、専修学校高等

課程3年修了、または高

専3年までの単位修得

観光ビジネスについて実務に即して体系的・系統的に

理解するとともに、関連する技術を身に付けるように

する。

観光ビジネスの動向・課題を捉える学習活動及び観光

ビジネスに関する具体的な事例について多面的・多角

的に分析し、考察や討論を行う学習活動を通して、企

業で行われている観光ビジネスについて理解を深める

ことができる。

　　�観光に関する消費行動の変化による観光の多様化

について

　　観光振興の組織について

　　�観光ビジネスの各主体に関して、役割や業務など

の概要及び関連する法規の概要

　　�観光ビジネスにおけるホスピタリティの概念と重

要性

　　観光ビジネスにおける接客方法と接客マナー

　　緊急時の対応体制の構築など安全管理について

　　�観光の振興と地域社会におけるまちづくりとが連

携することの意義

　　観光需要や観光目的に対応したまちづくりについて

観光ビジネスに関する課題を発見し、ビジネス

に携わる者として科学的な根拠に基づいて創造

的に解決する力を養う。

観光ビジネスに関する理論を実験などにより確

認する学習活動及び観光ビジネスに関する具体

的な課題を設定し、科学的な根拠に基づいて観

光の振興策を考案して提案などを行う学習活動

を通して、観光ビジネスに適切に取り組むこと

ができる

ビジネスを適切に展開する力の向上を目指して自ら学

び、観光ビジネスに主体的かつ協働的に取り組む態度

を養う。

上司の指導・助言に従って、基本的な定型業務ができ

る

※レベル３は、『平成 30 年度高等学校学習指導要領』「商業科　第 3節　観光ビジネス」を参照
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